
　医療室では、学生が健康な大学生活が送れるように、支援を行っています。
学内で体調が悪くなったときは、状況に応じて応急処置や近隣の医療機関を紹
介しています。
　毎年3月～4月にかけて学校保健安全法に基づいて、定期健康診断を実施し
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金
月
金
月
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土
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土
土
月
火
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土
火
金
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学年始め
新入生指導週間（～7日）
入学式
授業開始
履修登録（全学部全年次）（・11～15日）
履修登録確認訂正（全年次生）（～20日）
昭和の日（祝日授業日）
前期学費納入最終日
定期試験時間割発表
海の日（祝日授業日）
火曜日科目の授業日
水曜日科目の授業日
木曜日科目の授業日
授業終了

土曜・月曜日科目の試験日 　 定期試験

予備日
夏期休業（～9月18日）
成績発表（前期卒業見込者・再試験受験願受付）
追・再試験時間割発表
追・再試験開始
追・再試験終了
成績発表（全学部全年次）
後期履修指導
（ 全学部1年次、法・経済・経営・GC
　人文・現代社会・総リハ2年次以上）
前期卒業者発表
前期学位記授与式
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月

金
月
月
木
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木曜日科目の授業日〔栄４年次生〕
金曜日科目の授業日〔栄４年次生〕
授業開始〔薬４年次生、～11月30日〕
　　　　〔薬６年次生、～12月2日〕
後期履修指導（全学部1年次、法・経済・経営・
GC・人文・現代社会・総リハ2年次以上）

履修登録（全学部1年次、法・経済・経営・人文・GC・
現社・総リハ2年次以上、・～21日）
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定期試験時間割発表
追試験〔薬6年次生、～1月18日〕
授業終了
土曜・火曜日科目の試験日
休業日（一般入試日前期日程）
休業日（一般入試日前期日程） 　定期試験
土曜・月曜日科目の試験日
予備日
追試験〔薬１～4年次生、～2月16日〕
成績発表（薬6年次生）
成績発表（４年次生〔薬以外〕）　
再試験受験願受付（～22日）
追・再試験時間割発表
成績発表　
（全学部１～3年次生・薬4・5年次生）
追・再試験開始（薬学部専門教育科目以外）
追・再試験終了
薬学部6年次卒業者発表
薬学部6年次学位授与
卒業者・進級者発表
学位記授与式
次年度履修指導、履修書類配付
学年終り

昭 和 の 日 ４ 月29 日 文 化 の 日  11 月３ 日

憲 法 記 念 日 ５ 月３ 日 勤労感謝の日 11 月23 日

み ど り の 日 ５ 月４ 日 天 皇 誕 生 日  12 月23 日

こ ど も の 日 ５ 月５ 日 元 　 　 　 日  １ 月１ 日

海 の 日 ７ 月18 日 振 替 休 日  １ 月２ 日

山 の 日 ８ 月11 日 成 人 の 日  １ 月９ 日

敬 老 の 日 ９ 月19 日 建国記念の日 ２ 月11 日

秋 分 の 日 ９ 月22 日 春 分 の 日  ３ 月20 日

体 育 の 日 10 月10 日

表 4-151218表紙 -151218
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　新年明けましておめでとうございます。

　教育後援会会員の皆様におかれましては、輝かしい新年をお迎えのことと心よりお慶

び申し上げます。

　２０１５年は支部総会、教育懇談会、大学見学会などの教育後援会活動に多数ご

参加いただき誠にありがとうございます。皆様のお陰をもちまして、２０１６年を迎えること

ができました。日頃のご支援と併せ、厚く御礼申し上げます。

　神戸学院大学は２０１５年４月にグローバル・コミュニケーション学部の開設、法学部

等の学部移転、それに伴いポートアイランドキャンパスに新しい校舎Ｄ号館の新設など

２０１６年の５０周年を迎えるにあたり劇的な変貌をとげております。

　教育後援会につきましても、２０１５年度を大学創立５０周年への “繋ぎの１年” と捉え、

九州南部支部を新たに設置し、宮崎県、鹿児島県、沖縄県の会員の皆様へ教育後

援会の支援が行き届く体制となりました。また、大学祭と同日に行う大学見学会では、

初めて２日間開催し、昨年の１.５倍の多くの会員の方 に々ご参加いただき、大学での学

生の輝く姿、充実した大学施設等をご覧いただきました。

　今後も「大学と家庭のかけ橋」となるべく、全国各地での支部活動を中心とした会

員交流や会報誌による情報提供、課外活動への助成など学生生活の支援を行い、学

生が有意義な大学生活を送れるよう引き続き応援してまいります。会員の皆様の一層の

ご参画とご支援をお願い申し上げます。

　最後に本年が学生、大学、そして教育後援会会員の皆様にとって素晴らしい年に

なりますよう祈念し、新年のご挨拶とさせていただきます。

新年のご挨拶

神戸学院大学教育後援会　

会長　一 岡  邦博

新年のご挨拶
　　　 神戸学院大学教育後援会　会長　一 岡　邦 博　

2015年度　大学見学会のご報告
　　　　　  ●食堂体験、就職説明会、キャンパス見学ツアー　
　　　　　  ●支部からの感想文

キャリアセンター　就職活動の最前線

【特集】　 ボランティア活動支援室　災害支援ボランティア報告
　　　 　教育後援会の補助を受け、
　　　 　　　常総市、和歌山で本学学生が活動

学生の活躍

CAMPUS　TOPICS

事務室 information
　　　 学生支援事務室　
　　　　　　●保証人の変更および住所変更について　
　　　　　　●奨学金継続願の提出について　●返還手続きについて　
　　　　　　●2016年度奨学生募集　
　　　　　　●マイナンバー制度が始まりました

地域と共生する大学～神戸学院大学　
　　　 神戸学院大学と神戸マラソン
　　　 神戸マラソンを通して生まれる「きずな」

国際交流　海外研修レポート

【裏表紙】　2016年度行事予定表
　　　　　医務室からのお知らせ

神戸学院大学創立50周年記念ロゴマーク
本学は2016（平成28）年に創立50周年を迎えます。
学名でもある「神戸」を象徴する海を、青の波のライ
ンで表現。
生命の起源である海の「創造性」や、神戸から世界に
つながる「グローバル」の意味も込めます。50年、
100年と積み重ねる伝統とともに、大きく開かれた
挑戦のフィールドがあることを訴求します。
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　今回の大学見学会は、両キャンパスで大学・学生の活気に触れていただくため、10月31日（土）にポート
アイランドキャンパス、11月3日（火・祝）に有瀬キャンパスの２カ所での開催となりました。両日とも好天に
恵まれ、18の支部から、昨年の1.５倍、1,049名の皆様にご参加いただきました。午前中は「食堂体験」、
午後からは「就職全体説明会（希望者には終了後個別懇談）」、「学生によるキャンパス見学ツアー」、「大学祭
自由見学」の3つのメニューが用意され、様々なかたちで楽しんでいただけるようになりました。

ポートアイランドキャンパス
port island campus

食堂体験、就職説明会、
大学見学ツアー
　ふだん学生が食べているものを試食する食堂体験は大好
評で、早々売り切れた人気メニューもありました。また、参
加者お一人ずつに金券チケットをお渡しして、食堂でも、
学生たちの模擬店でも使用できるようにしましたので、模
擬店で軽食やスイーツを買って楽しむ方々も大勢いらっしゃ
いました。
　午後からの就職全体説明会では、リクナビ副編集長の大
井理恵さんから最近の就職事情と親の心構えについてお
話しいただき、続いてキャリアセンターから４年生の就職
内定等、現状についての報告がありました。説明会の後は、
個別懇談の時間が設けられ、多くの保護者の方々のご参加
がありました。恒例のキャンパス見学ツアーでは、Ｄ号館が
完成したこともあって、ポートアイランドキャンパス会場の
参加者は15０名近くとなりました。オープンキャンパスで高
校生を案内している学生スタッフ「オーキャンズ」の皆さ
んがガイド役になり、キャリアセンターや図書館をはじめ大
学施設を見学しました。キャリアセンターでは、就職につ
いてどのようなサポートがされているか担当の方から詳しい
説明があり、求人ファイルの棚が並ぶセンター内部の様子
を見てまわりました。見学会に参加された方からは、「大学
内部の見学ができて良かった。学生スタッフの話から、日
頃子供がどんな学生生活を送っているのか、イメージが膨
らんだ」といった感想をいただきました。

2015年度　大学見学会のご報告

10/31
・
11/3

ガイド役はオー
キャンズの学生

が活躍。

オープンキャン
パスでの案内と

は勝手が違い少
し緊張したそう

です

大好評となった食堂体験（フードコートシーガル、D号館1階）

就職全体説明会の様子

多くの会員の方
々のご参加があ

った就職懇談会
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内定等、現状についての報告がありました。説明会の後は、
個別懇談の時間が設けられ、多くの保護者の方々のご参加
がありました。恒例のキャンパス見学ツアーでは、Ｄ号館が
完成したこともあって、ポートアイランドキャンパス会場の
参加者は15０名近くとなりました。オープンキャンパスで高
校生を案内している学生スタッフ「オーキャンズ」の皆さ
んがガイド役になり、キャリアセンターや図書館をはじめ大
学施設を見学しました。キャリアセンターでは、就職につ
いてどのようなサポートがされているか担当の方から詳しい
説明があり、求人ファイルの棚が並ぶセンター内部の様子
を見てまわりました。見学会に参加された方からは、「大学
内部の見学ができて良かった。学生スタッフの話から、日
頃子供がどんな学生生活を送っているのか、イメージが膨
らんだ」といった感想をいただきました。

2015年度　大学見学会のご報告

10/31
・
11/3

ガイド役はオー
キャンズの学生

が活躍。

オープンキャン
パスでの案内と

は勝手が違い少
し緊張したそう

です

大好評となった食堂体験（フードコートシーガル、D号館1階）

就職全体説明会の様子

多くの会員の方
々のご参加があ

った就職懇談会



6 52015 年度　大学見学会のご報告

P5-151128

2016

2015年度　大学見学会のご報告

有瀬キャンパス
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大学祭も大盛況
　大学祭は大変盛況で、展示やミニコンサート、メインステー
ジでの工夫を凝らしたイベントなど、とても見応えのあるも
のになっていました。
　大学生になると、子供が一体どんな生活をしているのか、
高校時代のように把握できなくなりがちです。ある参加者は、
今回お子さんがサークルの模擬店で頑張っている姿を初めて
見たとのこと。「仲間との話しぶりや、お客さんとの接し方など
から、随分成長してきていることを確認でき、今日はそれが
何より嬉しかった」と話しておられました。下宿しているお子
さんとの神戸の街歩きを楽しみに、泊まりがけで来られた方
もおられ、皆さん思い思いのかたちで、大学見学会をたい
へん有意義なものにしていただきました。

P6-151128

　
九
州
南
部
支
部
か
ら
は
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
・
有

瀬
キ
ャ
ン
パス
の
二
会
場
に
、
十
名
程
度
の
会
員
の
方
に

御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
当
日
は
快
晴

に
恵
ま
れ
、
心
地
よ
い
海
風
を
肌
に
感
じ
な
が
ら
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
有
瀬
キ
ャ

ン
パス
に
お
い
て
も
、
秋
晴
れ
の
空
の
下
、
多
く
の
人
が

訪
れ
、
活
気
あ
ふ
れ
る
大
学
祭
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
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日
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を
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メ
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と

が
で
き
、
安
心
さ
れ
た
の
で
は
な
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で
し
ょ
う
か
。

　
大
学
見
学
会
は
、
我
が
子
の
学
習
環
境
・
生
活
環

境
を
知
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
し
、
学
生

の
溌
剌
と
し
た
姿
や
さ
わ
や
か
な
態
度
に
触
れ
、
た
く

さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

是
非
一
人
で
も
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
御
参
加
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

大
学
見
学
会
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
九
州
南
部
支
部

　猿
渡

　博
実

大学祭について
　　　　　　　　 徳島支部長　永野　孝幸

　今年度初めての試みによる２日間開催でのポート

アイランドキャンパス、有瀬キャンパスの大学祭に会

員の方々にご参加を頂き、天候にも恵まれ有意義

な時間を過ごせました。また、学生の元気な姿を拝

見し若いエネルギーをいただけたと感じております。

　ポートアイランドキャンパスにおいては、D 号館の

完成、施設の充実さには一保護者として大変満足

いたしております。大学の熱意を肌で感じることが

でき本当にいい機会でありました。また、有瀬キャン

パスにおいても施設の充実が図られているのを拝見

でき嬉しく思っております。４年間という長いようで短

い歳月ではありますが、学生たちには１日、１日を大

切に、また今だからこそできる経験をして、一人前

に成長してくれることを願っています。

　今後、一人でも多くの会員の方々にご参加を心

よりお願いし、大学と学生の活気を是非とも肌で感

じていただければと願っております。

2016

支部からの感想文支部からの感想文

懐かしい学生時代を
思い出します

（レストランハーフ
タイム、9号館3階） キャリアセンターからの説明に皆さん真剣な表情

有瀬図書館を見学す
る参加者の皆さん
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就
職
活
動
は
保
護
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

就
職
活
動
の
最
前
線

2016
年
卒（
2016
年
3
月
卒
）採
用
動
向

　過
日
、2
0
1
5
年
10
月
1
日
、多
く
の
企

業
で
2
0
1
6
年
卒
の
内
定
者
を
迎
え
た
内

定
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。い
よ
い
よ
社
会

人
に
向
け
た
最
終
準
備
の
時
期
に
入
り
ま

す
。大
学
生
活
は
学
生
生
活
の
集
大
成
、仕

上
げ
の
期
間
で
も
あ
り
、ま
た
社
会
人
へ
の
最

終
準
備
・
助
走
期
間
で
も
あ
り
ま
す
。卒
業

（
修
了
）所
要
単
位
を
確
実
に
取
得
し
、卒
業

（
修
了
）す
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
の
で
、

気
を
緩
め
な
い
よ
う
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　現
在
、就
職
活
動
中
の
学
生
は
2
0
1
6

年
4
月
1
日
の
入
社
式
を
目
指
し
て
、継
続

し
て
就
職
活
動
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。地
元
、関
西
圏
の
企
業
を
中
心
に「
神
戸

学
院
大
学
の
学
生
を
採
用
す
る
」、「
四
年
制

（
薬
学
部
六
年
制
）大
学
卒
の
学
生
を
採
用
す

る
」強
い
思
い
の
込
め
ら
れ
た
多
く
の
求
人
が

続
い
て
い
ま
す
。決
し
て
あ
き
ら
め
ず
に
、遅
滞

せ
ず
、継
続
す
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

　キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。訪
ね
て
く
だ
さ
い
。求
人
票
や
各
種
デ
ー

タ
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。就
職
全
般
相
談
、

求
人
情
報
の
提
供
、自
己
P
R
・
志
望
理
由

書・履
歴
書
添
削
、面
接
練
習
等
キ
ャ
リ
ア（
就

職
）に
関
す
る
相
談
に
対
応
い
た
し
ま
す
。最

後
ま
で
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

2017
年
卒（
2017
年
3
月
卒
）採
用
動
向

　2
0
1
7
年
3
月
卒
の
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、3
年
次
生
の
3
月
に
採
用
情
報
公

開
・
エ
ン
ト
リ
ー
受
付
、4
年
次
生
の
６

月
選
考
開
始
の
予
定
で
す
。た
だ
し
、採
用

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
業
種
や
企
業
に
よ
っ
て
多
様

化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　ま
た
従
来
か
ら
の「
厳
選
採
用（
採
用
基

準
未
満
の
学
生
は
、採
用
予
定
人
数
に

足
り
て
い
な
く
て
も
採
用
し
な
い
方

針
）」傾
向
は
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、あ

ら
か
じ
め
し
っ
か
り
と
準
備
と
対
策
を

し
て
お
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す（
①

「
早
め
の
着
手
に
よ
る
十
分
な
準
備
を
し
て
お

く
」こ
と
②「
就
職
活
動
量
を
増
や
す
」こ
と

行事は諸般の事情により日程・会場の変更および追加する場合があります。掲示板や就職情報システムJobHunterにて
最新の情報を随時確認してください。

２０１5年度 キャリア支援関連行事　≪2017年3月卒業（修了）予定者対象≫（最新 ご参考） 

行　　　　　事　　　　　名  対象学年 月 日 曜日 時　　間 会　　　　場 主　な　内　容3年 KPC KAC

就活メイクレッスン（女子学生限定） 時間・実施内容等検討中です。

SPIテストセンター模試（Webテスト対策）　

第8回就職ガイダンス

第2回グループ面接模擬演習 実施内容等検討中です。

第2回グループディスカッション模擬演習 実施内容等検討中です。

就活解禁直前・就職ガイダンス

学内業界説明会 検討・調整中です。

合同企業説明会 検討・調整中です。

●

●

●

●

●

●

●
●

1

1

1

2

2

2

2
3

就活にふさわしいメイクのノウハウ

筆記試験対策（SPIテストセンター模試+復習）
就活の重点ポイント再復習

自己PRの内容など発展的な内容

基本よりも踏み込んだ内容

就活の重点ポイントの再復習
自己PRの書き方、面接の基本、エントリーについてなど

キャリアセンター
キャリアセンター

－
－

～3月31日（木）の期間に各自のPCで受験
232
232
231
232

キャリアセンター

キャリアセンター

232
232
－
－

－
－

キャリアセンター
キャリアセンター

D101
D301
D101
D201

キャリアセンター

キャリアセンター

D101
D101

15：20～16：50
15：20～16：50
15：20～16：50
15：20～16：50

AM
AM
AM
AM
AM
終日
終日
終日
終日
終日
PM
PM
PM
PM
PM

13：35～15：05
13：35～15：05

水
木
金
月

火
水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
火
水

13
14
15
18

12
13
14
15
15
16
17
18
19
22
23
24
25
26
15
16
17
18
19
23
24

企業は、現在の就職活動生をどのように見えているのか
―キャリアセンターが行った調査結果から―

まとめとして
　現在の就活生には「自ら考える力、粘り強さ、主体性、元気・明るさ」が不足していると人事担当者
は感じているようです。自ら考えることを放棄し、教えてもらうことばかりに長けている学生が目立
つことを意味しています。また、社会的なつながりも希薄となっており、コミュニケーション能力、相手
を思いやる気持ちも弱いようです。
　人事担当者がこのように感じている中、この結果とは違うひとりでも多くの有為な学生を輩出でき
れば、本学の運営上のモットーである「後世に残る大学」の実現に結びつけることができると確信し、
学生と一緒にキャリアセンターは頑張っていきます。

調査概要
　キャリアセンターでは、2015年7月31日までに求人票を頂戴した企業・法人に向けて採用活動
の継続について確認するとともに、次の質問項目について回答をお願いしました〔メール発信件
数  1,105件〕。
　質問項目：「本学の学生に限らず、現在の就活生（大学生）に不足しているなと思う能力を、選
択肢の中からお選びください（複数回答可）。」
〔メール返信件数  441件　　質問回答件数  338件（76.7％）〕

■選択肢：調査結果集計表
不足項目 回答数 率 不足項目 回答数 率

自ら考える力
粘り強さ
主体性
元気・明るさ
コミュニケーション能力
働く意欲
一般常識
課題発見力
独創性

168
164
144
140
119
117
63
63
60

49.7％
48.5％
42.6％
41.4％
35.2％
34.6％
18.6％
18.6％
17.8％

一般教養
ビジネスマナー
論理的思考力
業界に関する専門知識
チームワーク力
語学力
PCスキル
資格取得

47
47
38
28
28
12
10
10

13.9％
13.9％
11.2％
8.3％
8.3％
3.6％
3.0％
3.0％ ③「

内
定
を
も
ら
う
ま
で
就
職
活
動
を
継
続

す
る
」こ
と
）。現
況
と
同
様
に
依
然
厳
し
い

就
職
環
境
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、緊

張
感
は
持
ち
つつ
も
、焦
ら
ず
、着
実
、確
実
に

就
職
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

キャリア
センター
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0
1
5
年
10
月
1
日
、多
く
の
企

業
で
2
0
1
6
年
卒
の
内
定
者
を
迎
え
た
内

定
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。い
よ
い
よ
社
会

人
に
向
け
た
最
終
準
備
の
時
期
に
入
り
ま

す
。大
学
生
活
は
学
生
生
活
の
集
大
成
、仕

上
げ
の
期
間
で
も
あ
り
、ま
た
社
会
人
へ
の
最

終
準
備
・
助
走
期
間
で
も
あ
り
ま
す
。卒
業

（
修
了
）所
要
単
位
を
確
実
に
取
得
し
、卒
業

（
修
了
）す
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
の
で
、

気
を
緩
め
な
い
よ
う
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　現
在
、就
職
活
動
中
の
学
生
は
2
0
1
6

年
4
月
1
日
の
入
社
式
を
目
指
し
て
、継
続

し
て
就
職
活
動
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。地
元
、関
西
圏
の
企
業
を
中
心
に「
神
戸

学
院
大
学
の
学
生
を
採
用
す
る
」、「
四
年
制

（
薬
学
部
六
年
制
）大
学
卒
の
学
生
を
採
用
す

る
」強
い
思
い
の
込
め
ら
れ
た
多
く
の
求
人
が

続
い
て
い
ま
す
。決
し
て
あ
き
ら
め
ず
に
、遅
滞

せ
ず
、継
続
す
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

　キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。訪
ね
て
く
だ
さ
い
。求
人
票
や
各
種
デ
ー

タ
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。就
職
全
般
相
談
、

求
人
情
報
の
提
供
、自
己
P
R
・
志
望
理
由

書・履
歴
書
添
削
、面
接
練
習
等
キ
ャ
リ
ア（
就

職
）に
関
す
る
相
談
に
対
応
い
た
し
ま
す
。最

後
ま
で
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

2017
年
卒（
2017
年
3
月
卒
）採
用
動
向

　2
0
1
7
年
3
月
卒
の
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、3
年
次
生
の
3
月
に
採
用
情
報
公

開
・
エ
ン
ト
リ
ー
受
付
、4
年
次
生
の
６

月
選
考
開
始
の
予
定
で
す
。た
だ
し
、採
用

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
業
種
や
企
業
に
よ
っ
て
多
様

化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　ま
た
従
来
か
ら
の「
厳
選
採
用（
採
用
基

準
未
満
の
学
生
は
、採
用
予
定
人
数
に

足
り
て
い
な
く
て
も
採
用
し
な
い
方

針
）」傾
向
は
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、あ

ら
か
じ
め
し
っ
か
り
と
準
備
と
対
策
を

し
て
お
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す（
①

「
早
め
の
着
手
に
よ
る
十
分
な
準
備
を
し
て
お

く
」こ
と
②「
就
職
活
動
量
を
増
や
す
」こ
と

行事は諸般の事情により日程・会場の変更および追加する場合があります。掲示板や就職情報システムJobHunterにて
最新の情報を随時確認してください。

２０１5年度 キャリア支援関連行事　≪2017年3月卒業（修了）予定者対象≫（最新 ご参考） 

行　　　　　事　　　　　名  対象学年 月 日 曜日 時　　間 会　　　　場 主　な　内　容3年 KPC KAC

就活メイクレッスン（女子学生限定） 時間・実施内容等検討中です。

SPIテストセンター模試（Webテスト対策）　

第8回就職ガイダンス

第2回グループ面接模擬演習 実施内容等検討中です。

第2回グループディスカッション模擬演習 実施内容等検討中です。

就活解禁直前・就職ガイダンス

学内業界説明会 検討・調整中です。

合同企業説明会 検討・調整中です。

●

●

●

●

●

●

●
●

1

1

1

2

2

2

2
3

就活にふさわしいメイクのノウハウ

筆記試験対策（SPIテストセンター模試+復習）
就活の重点ポイント再復習

自己PRの内容など発展的な内容

基本よりも踏み込んだ内容

就活の重点ポイントの再復習
自己PRの書き方、面接の基本、エントリーについてなど

キャリアセンター
キャリアセンター

－
－

～3月31日（木）の期間に各自のPCで受験
232
232
231
232

キャリアセンター

キャリアセンター

232
232
－
－

－
－

キャリアセンター
キャリアセンター

D101
D301
D101
D201

キャリアセンター

キャリアセンター

D101
D101

15：20～16：50
15：20～16：50
15：20～16：50
15：20～16：50

AM
AM
AM
AM
AM
終日
終日
終日
終日
終日
PM
PM
PM
PM
PM

13：35～15：05
13：35～15：05

水
木
金
月

火
水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
火
水

13
14
15
18

12
13
14
15
15
16
17
18
19
22
23
24
25
26
15
16
17
18
19
23
24

企業は、現在の就職活動生をどのように見えているのか
―キャリアセンターが行った調査結果から―

まとめとして
　現在の就活生には「自ら考える力、粘り強さ、主体性、元気・明るさ」が不足していると人事担当者
は感じているようです。自ら考えることを放棄し、教えてもらうことばかりに長けている学生が目立
つことを意味しています。また、社会的なつながりも希薄となっており、コミュニケーション能力、相手
を思いやる気持ちも弱いようです。
　人事担当者がこのように感じている中、この結果とは違うひとりでも多くの有為な学生を輩出でき
れば、本学の運営上のモットーである「後世に残る大学」の実現に結びつけることができると確信し、
学生と一緒にキャリアセンターは頑張っていきます。

調査概要
　キャリアセンターでは、2015年7月31日までに求人票を頂戴した企業・法人に向けて採用活動
の継続について確認するとともに、次の質問項目について回答をお願いしました〔メール発信件
数  1,105件〕。
　質問項目：「本学の学生に限らず、現在の就活生（大学生）に不足しているなと思う能力を、選
択肢の中からお選びください（複数回答可）。」
〔メール返信件数  441件　　質問回答件数  338件（76.7％）〕

■選択肢：調査結果集計表
不足項目 回答数 率 不足項目 回答数 率

自ら考える力
粘り強さ
主体性
元気・明るさ
コミュニケーション能力
働く意欲
一般常識
課題発見力
独創性

168
164
144
140
119
117
63
63
60

49.7％
48.5％
42.6％
41.4％
35.2％
34.6％
18.6％
18.6％
17.8％

一般教養
ビジネスマナー
論理的思考力
業界に関する専門知識
チームワーク力
語学力
PCスキル
資格取得

47
47
38
28
28
12
10
10

13.9％
13.9％
11.2％
8.3％
8.3％
3.6％
3.0％
3.0％ ③「

内
定
を
も
ら
う
ま
で
就
職
活
動
を
継
続

す
る
」こ
と
）。現
況
と
同
様
に
依
然
厳
し
い

就
職
環
境
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、緊

張
感
は
持
ち
つつ
も
、焦
ら
ず
、着
実
、確
実
に

就
職
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

キャリア
センター
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和
歌
山
県
で
は
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
想
定

し
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
を
常
設
し
、
平

時
の
備
え
と
し
て
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
訓
練
や
活

動
備
品
の
備
蓄
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。
今
回
、
本
学

学
生
は
和
歌
浦
に
あ
る
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
備
品
置

き
場
で
、
県
内
で
三
ケ
所

あ
る
）
で
、
備
品
の
整
理

を
行
い
ま
し
た
。
防
災
・

減
災
に
関
す
る
講
習
会

も
実
施
い
た
だ
き
、
と
て

も
実
践
的
な
学
び
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

　2
0
1
4
年
度
か
ら
教
育
後
援
会
の
支
援（
補
助
）を
受
け
て
、

定
期
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
地
域
を
訪
ね
て
何
で
も
や
っ
て

み
る
、
学
ん
で
み
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
昨
年
度
に
引
き
続
き
和

歌
山
で
の
防
災
・
減
災
体
験
学
習
）、
緊
急
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
台
風
18
号
で
甚
大
な
被
災
を
受
け
た
茨
城
県
常
総
市
へ
の

緊
急
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
学
生
に

と
っ
て
は
教
室
で
は
学
べ
な
い
と
て
も
貴
重
な
経
験
の
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
回
は
そ
の
二
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
参
加
学
生
18
名
、
9
月
8
日
〜
9
日

　
２
０
１
４
年
度
に
引
き
続
き
和
歌
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご

協
力
い
た
だ
き
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
和
歌
山
県
出
身
者
4
名
を
含
む
総
勢
18
名
で
す
。
定
員
2

倍
以
上
の
申
込
み
が
あ
り
、
２
０
１
４
年
と
同
様
に
非
常
に
人
気

の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
先
遣
隊
（
参
加
学
生
6
名
）＝
9
月
25
日
〜
27
日

　
第
2
陣
（
同
10
名
）＝
10
月
23
日
〜
25
日

　
毎
年
の
よ
う
に
大
き
な
災
害
が
あ
る
日
本
で
す
が
、
2
0
1
4

年
度
は
兵
庫
県
丹
波
市
と
広
島
市
の
土
砂
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

今
年
度
は
茨
城
県
常
総
市
の
台
風
18
号
に
よ
る
水
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
派
遣
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
教
育
後
援
会
の
補
助
を
受
け
て
実

施
し
た
も
の
で
す
。

　
被
害
の
状
況
は
周
知
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
鬼
怒
川
の
決

壊
等
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
、
復
旧
に
時
間
が
か
か
って
い

ま
す
。
9
月
9
日
〜
11
日
の
大
雨
等
で
関
東
、
東
北
な
ど
の
広
範

囲
へ
と
被
害
が
広
が
り
ま
し
た
が
、
第
二
陣
が
現
地
に
入
っ
た
10
月

下
旬
で
も
被
災
者
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
支
援
要
請
が
あ
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
手
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ニュ
ー
ス
の
頻
度
が
下
が
り
、
被
災
地
へ
の
支
援
意
識
が
低
下
し

て
い
る
傾
向
の
中
、
学
生
は
実
際
に
現
地
に
足
を
運
び
、
汗
を
流

し
な
が
ら
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
、
日
頃
の
防
災
・
減
災
へ
の
備

え
の
大
切
さ
を
体
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
参
加
し
た
学
生
は
、
経

験
を
神
戸
に
帰
着
し
て
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、「
風
化
」
す
る
こ
と

を
食
い
止
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　
本
学
学
生
に
常
総
市
出
身
者
が
お
り
、
実
家
が
被
災
さ
れ
て
い

ま
す
。
学
生
同
士
の
助
け
合
い
と
い
う
意
味
を
含
め
て
、
災
害
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
い
ま
こ
そ
求
め
ら
れ
る
希
薄
と
な
っ
た
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
再
構
築
す
る
活
動
で
も
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

災害支援ボランティア報告

教育後援会の
補助を受け、
常総市、和歌山で
本学学生が活動

特集
ボランティア活動支援室

 

◆
和
歌
山
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
体
験
学
習

◆
緊
急
支
援
・
茨
城
県
常
総
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

和歌山、活動風景

常総先遣隊、ボランティア受付常総第 2陣、いざ活動先へ

常総第 2陣、活動備品を借りて現場へ

常総第 2陣
決壊した被災地の状況

常総先遣隊、被災の状況（農地）常総第 2陣、活動の説明を受ける

和歌山　全員集合

　常総市は昔ながらの家屋や田んぼが広がる田舎、と
いう印象を受けました。本当にここが水害によって浸
水したのか…と思わせるほど静かで、穏やかな雰囲気
でした。ですが、よく見るとやはり被害の痕は残って
いて、田んぼの稲がなぎ倒されていたり、歩道にも泥
が残っていたりと私たちの日常とは少し違う風景を目
の当たりにしました。
　最初に被害を受けたお宅に伺った時は少し衝撃でし
た。外から見れば普通のお宅でしたが、中に入ると床
が無く、土台の柱が丸見えになっていたのです。そん
な私たちボランティアに託されたのは、土台の泥を落
とし、また床を張り替えられるようにすることでした。
　泥を落とすだけでもなかなかの重労働で、高齢者の
多いお宅などはボランティアによる手伝いは欠かせな
いものであると改めて感じました。台風から 1ヶ月以
上が経ち、ある程度は復旧が進んでいるのかと思って
いましたが、まだまだ住人の方が自宅に戻られるのに
は時間がかかりそうです。

　また、復旧のお手伝いをさせて頂いたお宅は、壁に
時計がかけてあるままなど、生活感があり、ここに人
が住んでいるんだという気配を感じました。その住ん
でいる場所 を復旧とはいえ全くの他人が片付けること
によって壊してしまうのではないか、という不安を感じ
た学生も多かったのではないかと思います。支援をす
るためのボランティア活動ですが、住人の方々を傷つ
けてしまうかもしれないという葛藤もあり、難しい活動
でした。住人の方々の心のケアもこれからの課題なの
ではないでしょうか。
　そして今回、この活動に参加して学んだ一番大きな
ことは、神戸にいるだけでは知らなかった現状を知る
ことができたことです。やはり、自分の目で見て、活
動しなければ分からないことは多いのだと感じました。
神戸に帰ってきてからも実際の様子を見てきた私たち
だからこそできる支援活動を考えていきたいです。
　最後に、手伝いに行きたくても神戸からだとなかな
か行けなかった私たちに、今回このような機会を頂け
たことに感謝を申し上げます。

（参加学生の声）

常総市
緊急支援ボランティアに参加して

人文学部人文学科 2年次生　　野 﨑 真 希 帆
（ボランティア活動支援室学生スタッフ代表）

volunteer

ボランティア ボランティア

P12-151218 P11-151218

20162016
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テ
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。
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、
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で
、
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で
、
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の
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を
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ま
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・
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会

も
実
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き
、
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も
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的
な
学
び
の
場
と
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ま
し
た
。

　2
0
1
4
年
度
か
ら
教
育
後
援
会
の
支
援（
補
助
）を
受
け
て
、

定
期
的
な
プ
ロ
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ラ
ム
と
し
て
「
地
域
を
訪
ね
て
何
で
も
や
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て

み
る
、
学
ん
で
み
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
昨
年
度
に
引
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和
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で
の
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・
減
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体
験
学
習
）、
緊
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プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
台
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で
甚
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被
災
を
受
け
た
茨
城
県
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総
市
へ
の

緊
急
支
援
ボ
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テ
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ア
派
遣
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
学
生
に
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っ
て
は
教
室
で
は
学
べ
な
い
と
て
も
貴
重
な
経
験
の
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
回
は
そ
の
二
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
参
加
学
生
18
名
、
9
月
8
日
〜
9
日

　
２
０
１
４
年
度
に
引
き
続
き
和
歌
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご

協
力
い
た
だ
き
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
和
歌
山
県
出
身
者
4
名
を
含
む
総
勢
18
名
で
す
。
定
員
2

倍
以
上
の
申
込
み
が
あ
り
、
２
０
１
４
年
と
同
様
に
非
常
に
人
気

の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
先
遣
隊
（
参
加
学
生
6
名
）＝
9
月
25
日
〜
27
日

　
第
2
陣
（
同
10
名
）＝
10
月
23
日
〜
25
日

　
毎
年
の
よ
う
に
大
き
な
災
害
が
あ
る
日
本
で
す
が
、
2
0
1
4

年
度
は
兵
庫
県
丹
波
市
と
広
島
市
の
土
砂
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

今
年
度
は
茨
城
県
常
総
市
の
台
風
18
号
に
よ
る
水
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
派
遣
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
教
育
後
援
会
の
補
助
を
受
け
て
実

施
し
た
も
の
で
す
。

　
被
害
の
状
況
は
周
知
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
鬼
怒
川
の
決

壊
等
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
、
復
旧
に
時
間
が
か
か
って
い

ま
す
。
9
月
9
日
〜
11
日
の
大
雨
等
で
関
東
、
東
北
な
ど
の
広
範

囲
へ
と
被
害
が
広
が
り
ま
し
た
が
、
第
二
陣
が
現
地
に
入
っ
た
10
月

下
旬
で
も
被
災
者
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
支
援
要
請
が
あ
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
手
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ニュ
ー
ス
の
頻
度
が
下
が
り
、
被
災
地
へ
の
支
援
意
識
が
低
下
し

て
い
る
傾
向
の
中
、
学
生
は
実
際
に
現
地
に
足
を
運
び
、
汗
を
流

し
な
が
ら
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
、
日
頃
の
防
災
・
減
災
へ
の
備

え
の
大
切
さ
を
体
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
参
加
し
た
学
生
は
、
経

験
を
神
戸
に
帰
着
し
て
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、「
風
化
」
す
る
こ
と

を
食
い
止
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　
本
学
学
生
に
常
総
市
出
身
者
が
お
り
、
実
家
が
被
災
さ
れ
て
い

ま
す
。
学
生
同
士
の
助
け
合
い
と
い
う
意
味
を
含
め
て
、
災
害
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
い
ま
こ
そ
求
め
ら
れ
る
希
薄
と
な
っ
た
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
再
構
築
す
る
活
動
で
も
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

災害支援ボランティア報告

教育後援会の
補助を受け、
常総市、和歌山で
本学学生が活動

特集
ボランティア活動支援室

 

◆
和
歌
山
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
体
験
学
習

◆
緊
急
支
援
・
茨
城
県
常
総
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

和歌山、活動風景

常総先遣隊、ボランティア受付常総第 2陣、いざ活動先へ

常総第 2陣、活動備品を借りて現場へ

常総第 2陣
決壊した被災地の状況

常総先遣隊、被災の状況（農地）常総第 2陣、活動の説明を受ける

和歌山　全員集合

　常総市は昔ながらの家屋や田んぼが広がる田舎、と
いう印象を受けました。本当にここが水害によって浸
水したのか…と思わせるほど静かで、穏やかな雰囲気
でした。ですが、よく見るとやはり被害の痕は残って
いて、田んぼの稲がなぎ倒されていたり、歩道にも泥
が残っていたりと私たちの日常とは少し違う風景を目
の当たりにしました。
　最初に被害を受けたお宅に伺った時は少し衝撃でし
た。外から見れば普通のお宅でしたが、中に入ると床
が無く、土台の柱が丸見えになっていたのです。そん
な私たちボランティアに託されたのは、土台の泥を落
とし、また床を張り替えられるようにすることでした。
　泥を落とすだけでもなかなかの重労働で、高齢者の
多いお宅などはボランティアによる手伝いは欠かせな
いものであると改めて感じました。台風から 1ヶ月以
上が経ち、ある程度は復旧が進んでいるのかと思って
いましたが、まだまだ住人の方が自宅に戻られるのに
は時間がかかりそうです。

　また、復旧のお手伝いをさせて頂いたお宅は、壁に
時計がかけてあるままなど、生活感があり、ここに人
が住んでいるんだという気配を感じました。その住ん
でいる場所 を復旧とはいえ全くの他人が片付けること
によって壊してしまうのではないか、という不安を感じ
た学生も多かったのではないかと思います。支援をす
るためのボランティア活動ですが、住人の方々を傷つ
けてしまうかもしれないという葛藤もあり、難しい活動
でした。住人の方々の心のケアもこれからの課題なの
ではないでしょうか。
　そして今回、この活動に参加して学んだ一番大きな
ことは、神戸にいるだけでは知らなかった現状を知る
ことができたことです。やはり、自分の目で見て、活
動しなければ分からないことは多いのだと感じました。
神戸に帰ってきてからも実際の様子を見てきた私たち
だからこそできる支援活動を考えていきたいです。
　最後に、手伝いに行きたくても神戸からだとなかな
か行けなかった私たちに、今回このような機会を頂け
たことに感謝を申し上げます。

（参加学生の声）

常総市
緊急支援ボランティアに参加して

人文学部人文学科 2年次生　　野 﨑 真 希 帆
（ボランティア活動支援室学生スタッフ代表）

volunteer

ボランティア ボランティア

P12-151218 P11-151218

20162016
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大学祭を終えて

大学祭中央実行委員会

福田　隆浩

　去る10/31（土）～11/3（火）「第48回135Festival」を開催させて頂きました。まずは、この場をお借りし、大学祭中
央実行委員会を代表しまして皆様に御礼申し上げます。
　今年度の大学祭のテーマは「Change‼」というテーマの下、4日間大学祭のコンセプトをチェンジしながら開催し、
様 な々イベントを企画しました。
　例えば、1日目が10/31開催のためハロウィンをテーマに「ハロウィン仮装コンテスト」や「フェイスペイント」、「お菓
子配り」などを行い、来場された方や模擬店の方などたくさんの方々に仮装をしていただき、大学祭をハロウィン色
に染めることができました。他にも大学祭でしか味わえないような体験企画も行いました。薬学部による人口イクラ
製造体験や漢方薬の試飲体験、栄養学部による真空調理体験など普段できない珍しい体験企画も行列ができる
ほど大盛況でした。
　中でも2日目のコンセプトである「ファッション」では、「神戸コレクション」のサポートを受け、神戸学院大学の学生モ
デル8名の協力により「135festival」で初めての試みであるファッションショーを企画し、大いに大学祭を盛り上げるこ
とができました。
　こうした見ると当日までは不安もあり、「どんな大学祭になるのだろうか」「お客さんは来てくれるのだろうか」「楽しん
でもらうことはできるのか」という想いがずっと心の中にありましたが、当日多くの方 に々楽しんで頂けている姿を見て自
分自身とても安心しました。特に問題もなく無事に開催することができたのも、協力していただいた学生団体の皆様、
並びに部員全員の協力のおかげです。大学祭に向けて準備をしているとき、部員一人一人がやるべきことを考え一
つのことを成功させようという想いがあったからだと思います。部員全員には感謝の気持ちでいっぱいです。
　また、ご指導、ご鞭撻頂きました教職員の皆様、関係各位並びにご協力頂きました地域の皆様や大学祭に関わっ
てくださった企業の皆様に書面で誠に失礼ではございますがこの場をお借りしまして心より御礼申し上げます。今後
も神戸学院大学「135Festival」をよろしくお願い致します。

　
女
性
の
視
点
か
ら
地
域
の
防
災
力
向
上
を
目

的
に
活
動
し
て
い
る
防
災
女
子
（
学
際
教
育
機
構

　
防
災
・
社
会
貢
献
ユ
ニッ
ト
生
、
現
代
社
会
学

部
社
会
防
災
学
科
生
）が
、
8
月
26
日
か
ら
大
丸

梅
田
店
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
で
味
わ
う
・
備
え
る
！
お
い
し
い
常
備
食

フ
ェ
ア
」
を
同
店
地
下
2
階
の
食
品
売
場
で
展
開

し
ま
し
た
。

　
栄
養
学
部
の
伊
藤
智
助
教
の
指
導
で
、
防
災
女

子
が
考
案
し
た
メ
ニュ
ー
を
、栄
養
面
、カ
ロ
リ
ー
面

か
ら
も
チ
ェッ
ク
し
、
平
常
時
に
も
食
べ
た
く
な
る

レ
シ
ピ
の
紹
介
を
し
な
が
ら
、
お
す
す
め
商
品
を

セ
レ
ク
ト
し
店
頭
で
の
チ
ラ
シ
配
布
や
P
O
P
な

ど
で
買
い
物
客
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
神
戸
東
洋
医
療
学
院
　
孔
子
課
堂
が
主
催
す

る
第
7
回
中
国
通
コ
ン
テ
ス
ト
の
本
選
が
10
月
10
日
、

神
戸
市
中
央
区
の
中
華
会
館
で
あ
り
、グ
ロ
ー
バ
ル
・

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
三
谷
七
海
さ
ん
が
創

作
部
門
で
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
三
谷
さ
ん
は「
私
の
中
国
語
に
対
す
る
思
い
」
を

テ
ー
マ
に
発
表
。一
週
間
と
い
う
短
い
準
備
期
間
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
語
コ
ー
ス
の
先
生
方
の
指
導

成
果
も
あ
り
、
見
事
受
賞
し
ま
し
た
。「
賞
を
い
た

だ
い
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。他
の
出
場
者
の
方
の

ス
ピ
ー
チ
か
ら
学
ぶ
べ
き
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
積
極
的

に
参
加
し
、
も
っ
と
良
い
ス
ピ
ー
チ
が
で
き
る
よ
う

頑
張
り
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　
第
38
回
日
本
語
エッ
セ
ー
コ
ン
テ
ス
ト「
私
の
見
た

日
本
と
世
界
」
の
公
開
最
終
選
考
会
（
京
都
国
際

文
化
協
会
主
催
）が
10
月
18
日
、
京
都
市
国
際
文

化
交
流
会
館
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
日
本
語
コ
ー
ス
1
年
次
生
、
グ
ェン
・

テ
ィ
・
ダ
ン
・
テ
ィ
ー
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
獲
得

し
ま
し
た
。受
賞
し
た
エッ
セ
ー
は
「
眠
ら
な
い
工

場
」。24
時
間
体
制
で
稼
働
す
る
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
の

製
造
工
場
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
た
体
験
を
、
自
作
の

漫
画
を
見
せ
な
が
ら
紹
介
。ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
、

前
向
き
な
姿
勢
が
共
感
を
呼
ぶ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
で
し
た
。

　
防
災
・
社
会
貢
献
ユ
ニッ
ト
と
現
代
社
会
学
部 

社
会
防
災
学
科
の
女
子
学
生
25
名
が
活
動
す
る

「
防
災
女
子
」
が
、
内
閣
府
広
報
誌
「
ぼ
う
さ
い
」

秋
号
（
第
80
号
）
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

若
者
が
防
災
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
の
意
義
や
、

女
性
の
視
点
か
ら
防
災
を
考
え
る
こ
と
の
重
要
性

を
発
信
す
る
た
め
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
内
閣
府
広
報
誌
「
ぼ
う
さ
い
」
と
は
◆

　
国
民
の
防
災
意
識
を
啓
発
す
る
こ
と
を
目
的
に

内
閣
府
が
発
行
し
て
い
る
季
刊
誌
。
都
道
府
県
市

町
村
、
防
災
推
進
協
議
会
、
公
民
館
、
図
書
館
、

報
道
機
関
な
ど
に
配
布
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　「
Q
・
B
・
B
ベ
ビ
ー
チ
ー
ズ
」
な
ど
六
甲
バ
タ
ー

の
チ
ー
ズ
製
品
を
使
っ
た
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
に
役
立

つ
レ
シ
ピ
作
り
で
、
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
栄
養

学
部
生
の
表
彰
式
と
試
食
会
が
9
月
15
日
、
有

瀬
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
り
ま
し
た
。
計
1
2
7
件
の

応
募
が
あ
り
、
最
終
審
査
を
突
破
し
た
熊
谷
早

織
さ
ん
、
山
本
悠
加
さ
ん
、
岩
崎
遥
日
さ
ん
、
掛

田
麻
未
さ
ん
、
佐
々
木
真
依
さ
ん
、
川
口
は
る
か

さ
ん
の
6
人
（
い
ず
れ
も
3
年
次
生
）
に
、
同
社
の

三
宅
宏
和
社
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

大
丸
と
防
災
女
子
の
コ
ラ
ボ
企
画
を
展
開

中
国
通
コ
ン
テ
ス
ト
で
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞

日
本
語
エ
ッ
セ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

「
私
の
見
た
日
本
と
世
界
」で
最
優
秀
賞
を
獲
得

優
秀
レ
シ
ピ
の
表
彰
式
と

　
　
　試
食
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

防
災
女
子
が
内
閣
府
広
報
誌「
ぼ
う
さ
い
」秋
号

（
第
8
0
号
）に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
！

学生の活躍

学

生

の

活

躍
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大学祭を終えて

大学祭中央実行委員会

福田　隆浩

　去る10/31（土）～11/3（火）「第48回135Festival」を開催させて頂きました。まずは、この場をお借りし、大学祭中
央実行委員会を代表しまして皆様に御礼申し上げます。
　今年度の大学祭のテーマは「Change‼」というテーマの下、4日間大学祭のコンセプトをチェンジしながら開催し、
様 な々イベントを企画しました。
　例えば、1日目が10/31開催のためハロウィンをテーマに「ハロウィン仮装コンテスト」や「フェイスペイント」、「お菓
子配り」などを行い、来場された方や模擬店の方などたくさんの方々に仮装をしていただき、大学祭をハロウィン色
に染めることができました。他にも大学祭でしか味わえないような体験企画も行いました。薬学部による人口イクラ
製造体験や漢方薬の試飲体験、栄養学部による真空調理体験など普段できない珍しい体験企画も行列ができる
ほど大盛況でした。
　中でも2日目のコンセプトである「ファッション」では、「神戸コレクション」のサポートを受け、神戸学院大学の学生モ
デル8名の協力により「135festival」で初めての試みであるファッションショーを企画し、大いに大学祭を盛り上げるこ
とができました。
　こうした見ると当日までは不安もあり、「どんな大学祭になるのだろうか」「お客さんは来てくれるのだろうか」「楽しん
でもらうことはできるのか」という想いがずっと心の中にありましたが、当日多くの方 に々楽しんで頂けている姿を見て自
分自身とても安心しました。特に問題もなく無事に開催することができたのも、協力していただいた学生団体の皆様、
並びに部員全員の協力のおかげです。大学祭に向けて準備をしているとき、部員一人一人がやるべきことを考え一
つのことを成功させようという想いがあったからだと思います。部員全員には感謝の気持ちでいっぱいです。
　また、ご指導、ご鞭撻頂きました教職員の皆様、関係各位並びにご協力頂きました地域の皆様や大学祭に関わっ
てくださった企業の皆様に書面で誠に失礼ではございますがこの場をお借りしまして心より御礼申し上げます。今後
も神戸学院大学「135Festival」をよろしくお願い致します。

　
女
性
の
視
点
か
ら
地
域
の
防
災
力
向
上
を
目

的
に
活
動
し
て
い
る
防
災
女
子
（
学
際
教
育
機
構

　
防
災
・
社
会
貢
献
ユ
ニッ
ト
生
、
現
代
社
会
学

部
社
会
防
災
学
科
生
）が
、
8
月
26
日
か
ら
大
丸

梅
田
店
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
で
味
わ
う
・
備
え
る
！
お
い
し
い
常
備
食

フ
ェ
ア
」
を
同
店
地
下
2
階
の
食
品
売
場
で
展
開

し
ま
し
た
。

　
栄
養
学
部
の
伊
藤
智
助
教
の
指
導
で
、
防
災
女

子
が
考
案
し
た
メ
ニュ
ー
を
、栄
養
面
、カ
ロ
リ
ー
面

か
ら
も
チ
ェッ
ク
し
、
平
常
時
に
も
食
べ
た
く
な
る

レ
シ
ピ
の
紹
介
を
し
な
が
ら
、
お
す
す
め
商
品
を

セ
レ
ク
ト
し
店
頭
で
の
チ
ラ
シ
配
布
や
P
O
P
な

ど
で
買
い
物
客
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
神
戸
東
洋
医
療
学
院
　
孔
子
課
堂
が
主
催
す

る
第
7
回
中
国
通
コ
ン
テ
ス
ト
の
本
選
が
10
月
10
日
、

神
戸
市
中
央
区
の
中
華
会
館
で
あ
り
、グ
ロ
ー
バ
ル
・

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
三
谷
七
海
さ
ん
が
創

作
部
門
で
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
三
谷
さ
ん
は「
私
の
中
国
語
に
対
す
る
思
い
」
を

テ
ー
マ
に
発
表
。一
週
間
と
い
う
短
い
準
備
期
間
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
語
コ
ー
ス
の
先
生
方
の
指
導

成
果
も
あ
り
、
見
事
受
賞
し
ま
し
た
。「
賞
を
い
た

だ
い
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。他
の
出
場
者
の
方
の

ス
ピ
ー
チ
か
ら
学
ぶ
べ
き
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
積
極
的

に
参
加
し
、
も
っ
と
良
い
ス
ピ
ー
チ
が
で
き
る
よ
う

頑
張
り
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　
第
38
回
日
本
語
エッ
セ
ー
コ
ン
テ
ス
ト「
私
の
見
た

日
本
と
世
界
」
の
公
開
最
終
選
考
会
（
京
都
国
際

文
化
協
会
主
催
）が
10
月
18
日
、
京
都
市
国
際
文

化
交
流
会
館
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
日
本
語
コ
ー
ス
1
年
次
生
、
グ
ェン
・

テ
ィ
・
ダ
ン
・
テ
ィ
ー
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
獲
得

し
ま
し
た
。受
賞
し
た
エッ
セ
ー
は
「
眠
ら
な
い
工

場
」。24
時
間
体
制
で
稼
働
す
る
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
の

製
造
工
場
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
た
体
験
を
、
自
作
の

漫
画
を
見
せ
な
が
ら
紹
介
。ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
、

前
向
き
な
姿
勢
が
共
感
を
呼
ぶ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
で
し
た
。

　
防
災
・
社
会
貢
献
ユ
ニッ
ト
と
現
代
社
会
学
部 

社
会
防
災
学
科
の
女
子
学
生
25
名
が
活
動
す
る

「
防
災
女
子
」
が
、
内
閣
府
広
報
誌
「
ぼ
う
さ
い
」

秋
号
（
第
80
号
）
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

若
者
が
防
災
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
の
意
義
や
、

女
性
の
視
点
か
ら
防
災
を
考
え
る
こ
と
の
重
要
性

を
発
信
す
る
た
め
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
内
閣
府
広
報
誌
「
ぼ
う
さ
い
」
と
は
◆

　
国
民
の
防
災
意
識
を
啓
発
す
る
こ
と
を
目
的
に

内
閣
府
が
発
行
し
て
い
る
季
刊
誌
。
都
道
府
県
市

町
村
、
防
災
推
進
協
議
会
、
公
民
館
、
図
書
館
、

報
道
機
関
な
ど
に
配
布
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　「
Q
・
B
・
B
ベ
ビ
ー
チ
ー
ズ
」
な
ど
六
甲
バ
タ
ー

の
チ
ー
ズ
製
品
を
使
っ
た
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
に
役
立

つ
レ
シ
ピ
作
り
で
、
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
栄
養

学
部
生
の
表
彰
式
と
試
食
会
が
9
月
15
日
、
有

瀬
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
り
ま
し
た
。
計
1
2
7
件
の

応
募
が
あ
り
、
最
終
審
査
を
突
破
し
た
熊
谷
早

織
さ
ん
、
山
本
悠
加
さ
ん
、
岩
崎
遥
日
さ
ん
、
掛

田
麻
未
さ
ん
、
佐
々
木
真
依
さ
ん
、
川
口
は
る
か

さ
ん
の
6
人
（
い
ず
れ
も
3
年
次
生
）
に
、
同
社
の

三
宅
宏
和
社
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

大
丸
と
防
災
女
子
の
コ
ラ
ボ
企
画
を
展
開

中
国
通
コ
ン
テ
ス
ト
で
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞

日
本
語
エ
ッ
セ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

「
私
の
見
た
日
本
と
世
界
」で
最
優
秀
賞
を
獲
得

優
秀
レ
シ
ピ
の
表
彰
式
と

　
　
　試
食
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

防
災
女
子
が
内
閣
府
広
報
誌「
ぼ
う
さ
い
」秋
号

（
第
8
0
号
）に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
！

学生の活躍

学

生

の

活

躍
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レ
シ
ピ
は
、
納
豆
と
ア
ボ
ガ
ド
、
チ
ー
ズ
を
使
っ

た
「
ス
タ
ミ
ナ
ネ
バ
ー
丼
」
や
、「
サ
バ
と
豆
腐
で

エ
ン
ジ
ン
全
開
！
サ
バ
グ
ラ
タ
ン
」、
チ
ー
ズ
と
モ
ロヘ

イ
ヤ
を
使
っ
た
「
ネ
バ
ネ
バ
ね
ば
〜
る
と
ろ
ろ
焼

き
な
ど
7
件
で
す
。
本
学
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
上
谷
聡
子
さ
ん
監
修
の
「
マ
ラ
ソ
ン

レ
シ
ピ
ブ
ッ
ク
」
と
し
て
3
万
部
印
刷
。
11
月
15

日
に
開
催
さ
れ
た
第
5
回
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
の
参
加

者
ら
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
栄
養
学
部
の
市
村
友
幸
さ
ん
、
中
谷
瑞
希
さ
ん
、

河
野
未
佳
さ
ん
、
五
十
嵐
千
紗
さ
ん
、
松
井
美

甫
香
さ
ん
、
明
尾
眞
妃
さ
ん
（
い
ず
れ
も
4
年
次

生
）
が
考
え
た
「
秋
鮭
の
彩
り
弁
当
」
が
10
月

26
日
と
28
日
の
2
日
間
、
ポ
ー
ア
イ
キ
ャ
ン
パ
ス
の

ブ
レ
ス
で
限
定
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
栄
養
学
部
の

森
光
寿
准
教
授
の
「
給
食
経
営
管
理
論
実
習
」

を
受
講
し
て
い
る
学
生
が
16
班
に
分
か
れ
、
班
ご

と
に
ブ
レ
ス
で
提
供
す
る
弁
当
メ
ニュ
ー
を
考
え
、

市
村
さ
ん
ら
の
班
の
提
案
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
弁

当
は
、鮭
の
ム
ニエ
ル
、ア
ス
パ
ラ
と
し
め
じ
の
ソ
テ
ー
、

大
豆
の
コ
ン
ソ
メ
煮
な
ど
が
入
っ
て
4
0
0
円
。

26
、
28
日
と
も
ポ
ー
ア
イ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
20
食
を
販

売
。
ま
た
、
有
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
各
日
50
食
を

上
限
に
予
約
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

。　
東
京
で
合
同
ゼ
ミ
を
開
い
て
い
る
経
済
学
部
の

岡
部
芳
彦
准
教
授
の
ゼ
ミ
生
、
東
洋
大
、
長
崎

県
立
大
の
ゼ
ミ
生
ら
は
25
日
、
混
成
11
チ
ー
ム
に

わ
か
れ「
原
発
問
題
」「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」「
安
全
保
障
政
策
」

に
つい
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
を
作
成
し
、
最
終
報

告
を
し
ま
し
た
。
う
ち
5
チ
ー
ム
が
、
午
後
か
ら

衆
議
院
第
一
議
員
会
館
で
菅
直
人
元
総
理
に
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
内
容
を
報
告
。
そ
の
後
、
元
総

理
の
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。
話
は
原
発
問
題
を

中
心
に
、
日
本
の
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
も

及
び
、
菅
元
総
理
は
「
今
の
若
者
に
希
望
を
持
っ

て
い
る
。
投
票
に
行
く
の
は
、
権
利
で
は
な
く
義

務
だ
。
も
し
皆
が
ど
う
で
も
い
い
と
思
っ
た
ら
、
民

主
主
義
は
成
り
立
た
な
い
。
自
分
た
ち
の
世
代
も

若
い
世
代
の
た
め
に
何
か
し
な
い
と
い
け
な
い
」
な

ど
と
語
り
ま
し
た
。
講
演
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

岡
部
ゼ
ミ
生
が
「
日
本
の
原
発
の
海
外
へ
の
輸
出

を
ど
う
思
う
か
」
な
ど
と
次
々
と
質
問
し
ま
し
た
。

　
第
25
回
関
西
学
生
対
校
女
子
駅
伝
競
走
大
会

兼
第
33
回
全
日
本
女
子
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会

関
西
予
選
が
9
月
26
日
、
神
戸
市
北
区
の
し
あ

わ
せ
の
村
で
あ
り
、
本
学
女
子
駅
伝
競
走
部
が
7

位
に
な
り
、
4
年
ぶ
り
11
回
目
の
全
国
大
会
出

場
を
決
め
ま
し
た
。
1
区
の
田
口
真
琴
さ
ん
か
ら
、

手
嶋
乃
莉
子
さ
ん
、
大
樽
瑞
葉
さ
ん
、
杉
谷
優

衣
さ
ん
、
主
将
の
杉
山
志
保
さ
ん
、
そ
し
て
最
終

6
区
の
大
畠
万
由
子
さ
ん
と
6
人
が
懸
命
に
タ
ス

キ
を
つ
な
ぎ
、
10
月
25
日
に
仙
台
市
で
開
催
の
全

日
本
女
子
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
の
出
場
キ
ッ
プ

を
つ
か
み
ま
し
た
。

　
全
日
本
大
会
の
結
果
は
、
残
念
な
が
ら
2
時

間
14
分
52
秒
で
20
位
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
強
い

風
と
時
折
降
る
雨
の
中
を
懸
命
に
走
り
ま
し
た
。

当
日
、
応
援
バ
ス
で
駆
け
付
け
た
吹
奏
楽
部
や
チ

ア
リ
ー
ダ
ー
部
、
陸
上
部
員
の
ほ
か
、
西
本
誠
實

理
事
長
や
同
窓
会
メ
ン
バ
ー
ら
が
沿
道
な
ど
か
ら

熱
い
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
大
江
秀
和
監
督
は

「
応
援
に
き
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
来
年
も
再
来
年
も
出
場
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。
ま
た
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

栄
養
学
部
生
が
考
え
た

　
　
　お
弁
当
を
ブ
レ
ス
で
販
売

経
済
学
部
の
岡
部
ゼ
ミ
生
ら
が

菅
元
総
理
に
講
演
を
聞
き
、質
問
し
ま
し
た

女
子
駅
伝
競
走
部
が
全
日
本
大
学
女
子
駅
伝

対
校
選
手
権
大
会
に
4
年
ぶ
り
出
場

　「
実
り
の
秋
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
栄
養
学
部
の

岩
永
真
生
さ
ん
と
上
野
千
晴
さ
ん
（
い
ず
れ
も
2

年
次
生
）
が
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
の
レ

ス
ト
ラ
ン
「
ジ
ョ
リ
ポ
ー
」
と
企
画
し
た
パ
ス
タ
を

11
月
18
日
か
ら
12
月
1
日
ま
で
、
1
日
30
食
限
定

で
販
売
し
ま
し
た
。
百
武
愛
子
助
教
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
試
作
を
行
い
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
た
も
の
を
ジ
ョ
リ
ポ
ー
の
藤
田
達
幸
料
理
長

へ
提
案
。
話
し
合
っ
た
結
果
、「
実
り
の
秋
！
ま

る
ご
と
さ
ん
ま
と
き
の
こ
の
パ
ス
タ
（
仮
称
）」
に

決
め
ま
し
た
。
さ
ん
ま
を
低
温
の
油
で
揚
げ
て
骨

ま
で
軟
ら
か
く
仕
上
げ
る
「
コ
ン
フ
ィ
」
に
す
る

こ
と
で
、
骨
ご
と
食
べ
ら
れ
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
取

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
き
の
こ
と
、

香
ば
し
い
風
味
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
な
ど
の
栄
養
素
を

豊
富
に
含
む
ナ
ッ
ツ
も
プ
ラ
ス
し
ま
し
た
。

　
第
37
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
関
西
大
会
が
11

月
3
日
、
大
阪
市
中
央
体
育
館
で
あ
り
、
バ
ト
ン

部
が
関
西
大
会
の
部
に
出
場
。
一
般
の
部
1
位
の

得
点
で
金
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。
大
会
は
、
関

西
大
会
の
部
と
全
国
推
薦
の
部
に
分
か
れ
、
小
学

生
か
ら
一
般
ま
で
70
チ
ー
ム
、
約
1
2
0
0
人
が

参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
、
息
の
合
っ
た
す
ば
ら
し
い
演

技
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
バ
ト
ン
部
の
渡
辺
菜
月

部
長
は
「
今
年
度
の
最
後
の
大
会
で
金
賞
を
受
賞

す
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ミ
ス

も
あ
り
ま
し
た
が
、
良
い
締
め
く
く
り
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
り
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。 

　
団
地
再
生
モ
デ
ル
と
し
て
、
兵
庫
県
が
募
集
し

た
老
朽
化
が
進
む
明
舞
団
地
の
分
譲
集
合
住
宅

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
企
画
で
、
社
会
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
科
（
糟
谷
佐
紀
准
教
授
）
と
㈱
メ
ゾ
ン

デ
ー
ル
（
神
戸
市
長
田
区
）
の
共
同
提
案
が
採

択
さ
れ
、
実
際
に
改
修
し
た
モ
デ
ル
ル
ー
ム
が
11

月
7
日
、
他
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
と
と
も
に一
斉
公
開

さ
れ
ま
し
た
。

　
メ
ゾ
ン
デ
ー
ル
と
コ
ラ
ボ
し
た
部
屋
は
、
公
的
介

護
保
険
と
県
の「
人
生
80
年
い
き
い
き
住
宅
助
成

事
業
」を
活
用
し
た
高
齢
者
向
け
の
ブ
ラ
ン
で
す
。

浴
槽
の
段
差
の
解
消
や
手
す
り
の
取
り
付
け
、
和

室
か
ら
洋
室
へ
床
材
を
変
更
す
る
な
ど
、
要
介
護

者
と
次
世
代
を
生
き
る
人
々
が
快
適
に
過
ご
せ
る

工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
初
日
は
、
糟
谷
先
生
の
ほ
か
、
ゼ
ミ
生
の
村
上

岳
さ
ん
と
今
泉
佑
基
さ
ん
（
い
ず
れ
も
3
年
次

生
）、
ゼ
ミ
O
G
で
同
社
に
勤
務
す
る
長
洲
つ
ぐ

美
さ
ん
が
、
糟
谷
先
生
と
共
に
見
学
者
に
説
明

を
し
ま
し
た
。

　　
第
5
回
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
が
11
月
15
日
あ
り
、
女

子
の
部
は
女
子
駅
伝
競
走
部
の
杉
谷
優
衣
さ
ん

（
人
文
学
部
2
年
次
生
）
が
2
時
間
42
分
01
秒
の

タ
イ
ム
で
優
勝
。
同
じ
く
女
子
駅
伝
競
走
部
の
大

樽
瑞
葉
さ
ん
（
同
1
年
次
生
）
と
大
畠
万
由
子

さ
ん
（
同
2
年
次
生
）
も
、
そ
れ
ぞ
れ
4
位
と

7
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
杉
谷
さ
ん
と
大
樽
さ
ん

は
マ
ラ
ソ
ン
初
挑
戦
で
し
た
。

　
優
勝
し
た
杉
谷
さ
ん
は
、「
15
㌔
を
過
ぎ
た
時

点
で
、
沿
道
の
方
か
ら
『
女
子
の
先
頭
集
団
だ
よ
』

と
教
え
て
も
ら
って
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
に
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
自
分
が
優
勝
で
き
る
と
は
思
っ

て
お
ら
ず
、
最
後
は
実
業
団
の
方
に
抜
か
れ
ち
ゃ

う
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ラ
ス
ト
の

2
0
0
㍍
で
も
追
い
越
さ
れ
る
と
思
って
い
た
の
で
、

優
勝
で
き
て
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

　
大
江
秀
和
監
督
は
「
30
㌔
ま
で
は
3
人
一
緒
に

行
け
と
い
う
指
示
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
杉
谷
は

火
曜
日
に
熱
を
出
し
て
点
滴
を
し
た
の
で
す
が
、

そ
の
休
息
が
幸
い
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

栄
養
学
部
生
と
ジ
ョ
リ
ポ
ー
の
コ
ラ
ボ
パ
ス
タ

バ
ト
ン
部
が
金
賞
獲
得

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
企
画
の
採
択

女
子
駅
伝
競
走
部
の

杉
谷
さ
ん
が
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
で
優
勝

　
第
42
回
明
石
市
文
芸
祭
（
明
石
市
文
芸
祭
実

行
委
員
会
、
明
石
市
主
催
、
明
石
市
教
委
、
神

戸
新
聞
社
後
援
）
の
表
彰
式
が
11
月
23
日
、
明

石
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
小
説
創

作
研
究
会
”う
ぐ
い
す
“
か
ら
、
顧
問
の
岡
田

悦
夫
・
内
部
監
査
室
長
兼
内
部
監
査
役
が
神
戸

新
聞
社
賞
に
、ま
た
、部
員
の
伊
藤
陸
さ
ん（
人
文

学
部
4
年
次
生
、ペ
ン
ネ
ー
ム
宇
久
井
リ
ト
）
と

岩
元
愛
理
さ
ん（
同
3
年
次
生
、同
・つ
の
わ
冬
心
）

が
文
芸
祭
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。
岡

田
顧
問
の
受
賞

は
、一
昨
年
の
わ

が
ふ
る
さ
と
文

芸
賞
、
昨
年
の

神
戸
新
聞
社
賞

に
続
き
３
年
連

続
で
、
通
算
15

回
目
の
入
賞
。

小
説
部
門
で
、

顧
問
と
学
生
の

同
時
受
賞
は
今

回
が
初
め
て
で

す
。

明
石
市
文
芸
祭
で
、小
説
創
作
研
究
会

〝
う
ぐ
い
す
〞の
岡
田
顧
問
と
部
員
2
人
が
受
賞

学生の活躍
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レ
シ
ピ
は
、
納
豆
と
ア
ボ
ガ
ド
、
チ
ー
ズ
を
使
っ

た
「
ス
タ
ミ
ナ
ネ
バ
ー
丼
」
や
、「
サ
バ
と
豆
腐
で

エ
ン
ジ
ン
全
開
！
サ
バ
グ
ラ
タ
ン
」、
チ
ー
ズ
と
モ
ロヘ

イ
ヤ
を
使
っ
た
「
ネ
バ
ネ
バ
ね
ば
〜
る
と
ろ
ろ
焼

き
な
ど
7
件
で
す
。
本
学
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
上
谷
聡
子
さ
ん
監
修
の
「
マ
ラ
ソ
ン

レ
シ
ピ
ブ
ッ
ク
」
と
し
て
3
万
部
印
刷
。
11
月
15

日
に
開
催
さ
れ
た
第
5
回
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
の
参
加

者
ら
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
栄
養
学
部
の
市
村
友
幸
さ
ん
、
中
谷
瑞
希
さ
ん
、

河
野
未
佳
さ
ん
、
五
十
嵐
千
紗
さ
ん
、
松
井
美

甫
香
さ
ん
、
明
尾
眞
妃
さ
ん
（
い
ず
れ
も
4
年
次

生
）
が
考
え
た
「
秋
鮭
の
彩
り
弁
当
」
が
10
月

26
日
と
28
日
の
2
日
間
、
ポ
ー
ア
イ
キ
ャ
ン
パ
ス
の

ブ
レ
ス
で
限
定
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
栄
養
学
部
の

森
光
寿
准
教
授
の
「
給
食
経
営
管
理
論
実
習
」

を
受
講
し
て
い
る
学
生
が
16
班
に
分
か
れ
、
班
ご

と
に
ブ
レ
ス
で
提
供
す
る
弁
当
メ
ニュ
ー
を
考
え
、

市
村
さ
ん
ら
の
班
の
提
案
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
弁

当
は
、鮭
の
ム
ニエ
ル
、ア
ス
パ
ラ
と
し
め
じ
の
ソ
テ
ー
、

大
豆
の
コ
ン
ソ
メ
煮
な
ど
が
入
っ
て
4
0
0
円
。

26
、
28
日
と
も
ポ
ー
ア
イ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
20
食
を
販

売
。
ま
た
、
有
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
各
日
50
食
を

上
限
に
予
約
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

。　
東
京
で
合
同
ゼ
ミ
を
開
い
て
い
る
経
済
学
部
の

岡
部
芳
彦
准
教
授
の
ゼ
ミ
生
、
東
洋
大
、
長
崎

県
立
大
の
ゼ
ミ
生
ら
は
25
日
、
混
成
11
チ
ー
ム
に

わ
か
れ「
原
発
問
題
」「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」「
安
全
保
障
政
策
」

に
つい
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
を
作
成
し
、
最
終
報

告
を
し
ま
し
た
。
う
ち
5
チ
ー
ム
が
、
午
後
か
ら

衆
議
院
第
一
議
員
会
館
で
菅
直
人
元
総
理
に
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
内
容
を
報
告
。
そ
の
後
、
元
総

理
の
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。
話
は
原
発
問
題
を

中
心
に
、
日
本
の
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
も

及
び
、
菅
元
総
理
は
「
今
の
若
者
に
希
望
を
持
っ

て
い
る
。
投
票
に
行
く
の
は
、
権
利
で
は
な
く
義

務
だ
。
も
し
皆
が
ど
う
で
も
い
い
と
思
っ
た
ら
、
民

主
主
義
は
成
り
立
た
な
い
。
自
分
た
ち
の
世
代
も

若
い
世
代
の
た
め
に
何
か
し
な
い
と
い
け
な
い
」
な

ど
と
語
り
ま
し
た
。
講
演
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

岡
部
ゼ
ミ
生
が
「
日
本
の
原
発
の
海
外
へ
の
輸
出

を
ど
う
思
う
か
」
な
ど
と
次
々
と
質
問
し
ま
し
た
。

　
第
25
回
関
西
学
生
対
校
女
子
駅
伝
競
走
大
会

兼
第
33
回
全
日
本
女
子
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会

関
西
予
選
が
9
月
26
日
、
神
戸
市
北
区
の
し
あ

わ
せ
の
村
で
あ
り
、
本
学
女
子
駅
伝
競
走
部
が
7

位
に
な
り
、
4
年
ぶ
り
11
回
目
の
全
国
大
会
出

場
を
決
め
ま
し
た
。
1
区
の
田
口
真
琴
さ
ん
か
ら
、

手
嶋
乃
莉
子
さ
ん
、
大
樽
瑞
葉
さ
ん
、
杉
谷
優

衣
さ
ん
、
主
将
の
杉
山
志
保
さ
ん
、
そ
し
て
最
終

6
区
の
大
畠
万
由
子
さ
ん
と
6
人
が
懸
命
に
タ
ス

キ
を
つ
な
ぎ
、
10
月
25
日
に
仙
台
市
で
開
催
の
全

日
本
女
子
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
の
出
場
キ
ッ
プ

を
つ
か
み
ま
し
た
。

　
全
日
本
大
会
の
結
果
は
、
残
念
な
が
ら
2
時

間
14
分
52
秒
で
20
位
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
強
い

風
と
時
折
降
る
雨
の
中
を
懸
命
に
走
り
ま
し
た
。

当
日
、
応
援
バ
ス
で
駆
け
付
け
た
吹
奏
楽
部
や
チ

ア
リ
ー
ダ
ー
部
、
陸
上
部
員
の
ほ
か
、
西
本
誠
實

理
事
長
や
同
窓
会
メ
ン
バ
ー
ら
が
沿
道
な
ど
か
ら

熱
い
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
大
江
秀
和
監
督
は

「
応
援
に
き
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
来
年
も
再
来
年
も
出
場
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。
ま
た
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

栄
養
学
部
生
が
考
え
た

　
　
　お
弁
当
を
ブ
レ
ス
で
販
売

経
済
学
部
の
岡
部
ゼ
ミ
生
ら
が

菅
元
総
理
に
講
演
を
聞
き
、質
問
し
ま
し
た

女
子
駅
伝
競
走
部
が
全
日
本
大
学
女
子
駅
伝

対
校
選
手
権
大
会
に
4
年
ぶ
り
出
場

　「
実
り
の
秋
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
栄
養
学
部
の

岩
永
真
生
さ
ん
と
上
野
千
晴
さ
ん
（
い
ず
れ
も
2

年
次
生
）
が
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
の
レ

ス
ト
ラ
ン
「
ジ
ョ
リ
ポ
ー
」
と
企
画
し
た
パ
ス
タ
を

11
月
18
日
か
ら
12
月
1
日
ま
で
、
1
日
30
食
限
定

で
販
売
し
ま
し
た
。
百
武
愛
子
助
教
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
試
作
を
行
い
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
た
も
の
を
ジ
ョ
リ
ポ
ー
の
藤
田
達
幸
料
理
長

へ
提
案
。
話
し
合
っ
た
結
果
、「
実
り
の
秋
！
ま

る
ご
と
さ
ん
ま
と
き
の
こ
の
パ
ス
タ
（
仮
称
）」
に

決
め
ま
し
た
。
さ
ん
ま
を
低
温
の
油
で
揚
げ
て
骨

ま
で
軟
ら
か
く
仕
上
げ
る
「
コ
ン
フ
ィ
」
に
す
る

こ
と
で
、
骨
ご
と
食
べ
ら
れ
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
取

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
き
の
こ
と
、

香
ば
し
い
風
味
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
な
ど
の
栄
養
素
を

豊
富
に
含
む
ナ
ッ
ツ
も
プ
ラ
ス
し
ま
し
た
。

　
第
37
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
関
西
大
会
が
11

月
3
日
、
大
阪
市
中
央
体
育
館
で
あ
り
、
バ
ト
ン

部
が
関
西
大
会
の
部
に
出
場
。
一
般
の
部
1
位
の

得
点
で
金
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。
大
会
は
、
関

西
大
会
の
部
と
全
国
推
薦
の
部
に
分
か
れ
、
小
学

生
か
ら
一
般
ま
で
70
チ
ー
ム
、
約
1
2
0
0
人
が

参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
、
息
の
合
っ
た
す
ば
ら
し
い
演

技
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
バ
ト
ン
部
の
渡
辺
菜
月

部
長
は
「
今
年
度
の
最
後
の
大
会
で
金
賞
を
受
賞

す
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ミ
ス

も
あ
り
ま
し
た
が
、
良
い
締
め
く
く
り
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
り
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。 

　
団
地
再
生
モ
デ
ル
と
し
て
、
兵
庫
県
が
募
集
し

た
老
朽
化
が
進
む
明
舞
団
地
の
分
譲
集
合
住
宅

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
企
画
で
、
社
会
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
科
（
糟
谷
佐
紀
准
教
授
）
と
㈱
メ
ゾ
ン

デ
ー
ル
（
神
戸
市
長
田
区
）
の
共
同
提
案
が
採

択
さ
れ
、
実
際
に
改
修
し
た
モ
デ
ル
ル
ー
ム
が
11

月
7
日
、
他
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
と
と
も
に一
斉
公
開

さ
れ
ま
し
た
。

　
メ
ゾ
ン
デ
ー
ル
と
コ
ラ
ボ
し
た
部
屋
は
、
公
的
介

護
保
険
と
県
の「
人
生
80
年
い
き
い
き
住
宅
助
成

事
業
」を
活
用
し
た
高
齢
者
向
け
の
ブ
ラ
ン
で
す
。

浴
槽
の
段
差
の
解
消
や
手
す
り
の
取
り
付
け
、
和

室
か
ら
洋
室
へ
床
材
を
変
更
す
る
な
ど
、
要
介
護

者
と
次
世
代
を
生
き
る
人
々
が
快
適
に
過
ご
せ
る

工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
初
日
は
、
糟
谷
先
生
の
ほ
か
、
ゼ
ミ
生
の
村
上

岳
さ
ん
と
今
泉
佑
基
さ
ん
（
い
ず
れ
も
3
年
次

生
）、
ゼ
ミ
O
G
で
同
社
に
勤
務
す
る
長
洲
つ
ぐ

美
さ
ん
が
、
糟
谷
先
生
と
共
に
見
学
者
に
説
明

を
し
ま
し
た
。

　　
第
5
回
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
が
11
月
15
日
あ
り
、
女

子
の
部
は
女
子
駅
伝
競
走
部
の
杉
谷
優
衣
さ
ん

（
人
文
学
部
2
年
次
生
）
が
2
時
間
42
分
01
秒
の

タ
イ
ム
で
優
勝
。
同
じ
く
女
子
駅
伝
競
走
部
の
大

樽
瑞
葉
さ
ん
（
同
1
年
次
生
）
と
大
畠
万
由
子

さ
ん
（
同
2
年
次
生
）
も
、
そ
れ
ぞ
れ
4
位
と

7
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
杉
谷
さ
ん
と
大
樽
さ
ん

は
マ
ラ
ソ
ン
初
挑
戦
で
し
た
。

　
優
勝
し
た
杉
谷
さ
ん
は
、「
15
㌔
を
過
ぎ
た
時

点
で
、
沿
道
の
方
か
ら
『
女
子
の
先
頭
集
団
だ
よ
』

と
教
え
て
も
ら
って
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
に
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
自
分
が
優
勝
で
き
る
と
は
思
っ

て
お
ら
ず
、
最
後
は
実
業
団
の
方
に
抜
か
れ
ち
ゃ

う
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ラ
ス
ト
の

2
0
0
㍍
で
も
追
い
越
さ
れ
る
と
思
って
い
た
の
で
、

優
勝
で
き
て
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

　
大
江
秀
和
監
督
は
「
30
㌔
ま
で
は
3
人
一
緒
に

行
け
と
い
う
指
示
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
杉
谷
は

火
曜
日
に
熱
を
出
し
て
点
滴
を
し
た
の
で
す
が
、

そ
の
休
息
が
幸
い
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

栄
養
学
部
生
と
ジ
ョ
リ
ポ
ー
の
コ
ラ
ボ
パ
ス
タ

バ
ト
ン
部
が
金
賞
獲
得

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
企
画
の
採
択

女
子
駅
伝
競
走
部
の

杉
谷
さ
ん
が
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
で
優
勝

　
第
42
回
明
石
市
文
芸
祭
（
明
石
市
文
芸
祭
実

行
委
員
会
、
明
石
市
主
催
、
明
石
市
教
委
、
神

戸
新
聞
社
後
援
）
の
表
彰
式
が
11
月
23
日
、
明

石
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
小
説
創

作
研
究
会
”う
ぐ
い
す
“
か
ら
、
顧
問
の
岡
田

悦
夫
・
内
部
監
査
室
長
兼
内
部
監
査
役
が
神
戸

新
聞
社
賞
に
、ま
た
、部
員
の
伊
藤
陸
さ
ん（
人
文

学
部
4
年
次
生
、ペ
ン
ネ
ー
ム
宇
久
井
リ
ト
）
と

岩
元
愛
理
さ
ん（
同
3
年
次
生
、同
・つ
の
わ
冬
心
）

が
文
芸
祭
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。
岡

田
顧
問
の
受
賞

は
、一
昨
年
の
わ

が
ふ
る
さ
と
文

芸
賞
、
昨
年
の

神
戸
新
聞
社
賞

に
続
き
３
年
連

続
で
、
通
算
15

回
目
の
入
賞
。

小
説
部
門
で
、

顧
問
と
学
生
の

同
時
受
賞
は
今

回
が
初
め
て
で

す
。

明
石
市
文
芸
祭
で
、小
説
創
作
研
究
会

〝
う
ぐ
い
す
〞の
岡
田
顧
問
と
部
員
2
人
が
受
賞

学生の活躍
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　2
0
1
5
年
度
の
学
位
記
授
与
式
が
左
記
の

と
お
り
執
り
行
わ
れ
ま
す
。保
護
者
の
皆
様
の

ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　な
お
、会
場（
体
育
館
）は
卒
業
生
で
満
席
と
な

る
た
め
、誠
に
恐
縮
で
す
が
、保
護
者
の
皆
様
に

は
別
会
場（
9
号
館
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
・

9
6
1
視
聴
覚
教
室
）に
お
い
て
式
の
様
子
を

中
継
で
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　ま
た
、本
学
は
駐
車
場
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

お
越
し
の
際
に
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。近
隣
商
業
施
設
へ
の
迷
惑
駐
車
は
絶
対

に
お
や
め
く
だ
さ
い
。

2
0
1
5
年
度

学
位
記
授
与
式

2
0
1
6
年
3
月
22
日（
火
）

午
前
10
時
〜（
開
場
9
時
15
分
）

日時

神
戸
学
院
大
学
有
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス

場所

し
て
い
き
た
い
」、
岡
田
学
長
は
「
お
も
て
な
し
の
心

を
持
っ
た
学
生
を
育
成
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
立
派
な
大
人
に
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
本
学
と
A
N
A
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン
株
式
会
社

（
本
社
・
東
京
都
港
区
）
の
教
育
連
携
協
定
調
印
式

が
8
月
26
日
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
り
、

岡
田
豊
基
学
長
と
同
社
の
宮
川
純
一
郎
社
長
が
協
定

書
に
調
印
し
ま
し
た
。
締
結
に
よ
り
、
本
学
は
9
月

1
日
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
学
部
主
催

で
、
エ
ア
ラ
イ
ン
業
界
を
目
指
す
学
生
ら
を
対
象
に
し

た
学
内
講
座
、
10
月
に
は
A
N
A
神
戸
空
港
で
の
旅

客
サ
ー
ビ
ス
の
実
務
体
験
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
A
N
A
エ
ア
ラ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
学
内
講
座
」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
す
。
同
社
と
の
こ
う
し
た
連
携
協
定
は
関

西
の
総
合
大
学
で
は
初
め
て
で
す
。

　
調
印
式
に
は
、
本
学
か
ら
岡
田
学
長
の
ほ
か
伊
藤

茂
副
学
長
、
松
本
史
朗
事
務
局
長
、
野
口
ジ
ュ
デ
ィ
ー

津
多
江
・
同
学
部
長
ら
、
A
N
A
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョン
側
か
ら
は
宮
川
社
長
の
ほ
か
、
阿
瀬
尚
行
取
締

役
、
八
島
聡
経
営
企
画
室
長
、
現
役
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン

ダ
ン
ト
講
師
の
上
田
紀
子
主
席
部
員
ら
が
出
席
。
調

印
式
の
後
、
宮
川
社
長
は
「
来
年
は
大
学
創
立
50
周

年
と
い
う
節
目
の
年
に
連
携
協
定
が
締
結
で
き
て

う
れ
し
く
、光
栄
に
思
い
ま
す
。
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、

ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
、
私
た

ち
A
N
A
グ
ル
ー
プ
で
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
え
る
よ

う
な
人
材
を
育
て
た
い
。
A
N
A
グ
ル
ー
プ
は
路
線
を

拡
大
し
て
お
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
る
優
秀
な
人

を
確
保
し
、
意
識
の
高
い
学
生
を
最
大
限
サ
ポ
ー
ト

A
N
A
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と

　
　
　
　
　
　
　教
育
連
携
協
定
を
締
結

　
本
学
と
大
阪
市
立
総
合
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
9

月
14
日
、
包
括
的
連
携
協
定
の
調
印
式
を
行
い
ま
し

た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
震
源
地
に
最
も
近
い
総

合
大
学
で
、
全
国
に
先
駆
け
て
「
社
会
防
災
学
科
」

を
開
設
し
た
本
学
と
同
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
、
地
域

社
会
に
お
け
る
社
会
的
課
題
「
防
災
・
減
災
」に
つい
て
、

大
阪
市
に
焦
点
を
当
て
た
防
災
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
に
着
手
し
、
普
及
、
活
用
を
進
め
る
5
か
年
計
画

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　
調
印
式
は
午
前
10
時
45
分
か
ら
、
A
号
館
6
階
会

議
室
で
あ
り
、
本
学
か
ら
岡
田
豊
基
学
長
、
松
本
史

朗
事
務
局
長
ら
4
人
、
大
阪
市
か
ら
は
同
セ
ン
タ
ー

の
岡
本
和
夫
所
長
、
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習

部
の
濱
﨑
正
行
生
涯
学
習
担
当
課
長
ら
4
人
が
出
席
。

岡
田
学
長
は
「
震
災

の
経
験
や
、
本
学
の

防
災
教
育
を
活
か
し
、

新
た
に
進
め
て
い
く

連
携
事
業
に
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
岡

本
所
長
も
「
防
災
に

力
を
入
れ
る
大
学
と

協
力
で
き
る
の
は
大

変
心
強
い
で
す
」
と

語
り
、
調
印
文
書
を

取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　
本
学
は
10
月
2
日
、
神
戸
市
と
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
久
元
喜
造
市
長
と
岡
田
豊
基
学
長

が
市
役
所
で
記
者
会
見
し
、
協
定
書
を
取
り
交
わ
し

ま
し
た
。
本
学
と
神
戸
市
は
こ
れ
ま
で
、
年
間
約
60

件
の
連
携
事
業
に
取
り
組
み
、
個
々
の
事
業
目
的
に

沿
っ
た
協
定
、
覚
書
を
結
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
は

事
業
ご
と
の
連
携
か
ら
組
織
的
な
連
携
関
係
へ
と
発

展
さ
せ
、
よ
り
強
固
な
結
び
つ
き
を
目
指
し
ま
す
。

同
市
は
2
0
1
3
年
、
神
戸
大
学
と
同
様
の
協
定
を

結
ん
で
い
ま
す
が
、
私
立
大
学
で
は
本
学
が
初
め
て
。

　
連
携
事
項
は
、

①
防
災
、
減
災

に
関
す
る
こ
と

②
地
域
振
興
、

地
域
課
題
の
解

決
に
関
す
る
こ

と
③
地
域
福
祉

の
向
上
、
子
育

て
支
援
に
関
す

る
こ
と
④
教
育

の
推
進
、
人
材

育
成
に
関
す
る

こ
と
⑤
科
学
技

術
、
産
業
振
興
に
関
す
る
こ
と
⑥
国
際
交
流
の
推
進

に
関
す
る
こ
と
⑦
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
必
要
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。
協
定
の
有
効

期
間
は
締
結
日
か
ら
1
年
で
、
そ
の
後
も
更
新
し
て

い
き
ま
す
。

　
本
学
は
12
月
1
日
付
で
、
岡
山
県
と
「
就
職
支
援

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
地
域
経
済
を

支
え
る
人
材
の
育
成
、
確
保
に
向
け
て
、
本
学
と
岡

山
県
の
双
方
が
連
携
・
協
力
す
る
の
が
目
的
で
す
。

学
生
に
対
す
る
県
内
企
業
情
報
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
提
供
、
学
内
で
の
岡
山
県
企
業
合
同
説
明
会
の

開
催
な
ど
を
行
い
、
同
県
出
身
学
生
の
U
タ
ー
ン
就

職
を
支
援
し
ま
す
。

　
本
学
は
、
同
様
の
協
定
を
四
国
4
県
と
鳥
取
県
と

既
に
結
ん
で
お
り
、
岡
山
県
は
6
番
目
。
今
年
4
月
現

在
、
岡
山
県
出
身
の
学
生
は
2
6
5
人
在
籍
。
今
春

卒
業
し
た
学
生
の
U
タ
ー
ン
率
は
40.
6
％
で
し
た
。

　
今
回
の
協
定
の
主
な
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

⑴
学
生
や
、
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
岡
山
県
内
の
企

　
業
の
情
報
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の
周
知
に
関
す
る

　
こ
と

⑵
学
内
で
行
う
合
同
企
業
説
明
会
等
の
開
催
に
関

　
す
る
こ
と

⑶
学
生
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
等
に
係
る
情
報
の
交
換
及

　
び
実
績
の
把
握
に
関
す
る
こ
と

⑷
学
生
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
等
活
動
の
支
援
に
関
す
る

　
こ
と

⑸
そ
の
他
学
生
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
等
の
促
進
に
関
す

　
る
こ
と

神
戸
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

岡
山
県
と
就
職
協
定
を
締
結

大
阪
市
立
総
合
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と

包
括
的
連
携
協
定
を
締
結
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　2
0
1
5
年
度
の
学
位
記
授
与
式
が
左
記
の

と
お
り
執
り
行
わ
れ
ま
す
。保
護
者
の
皆
様
の

ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　な
お
、会
場（
体
育
館
）は
卒
業
生
で
満
席
と
な

る
た
め
、誠
に
恐
縮
で
す
が
、保
護
者
の
皆
様
に

は
別
会
場（
9
号
館
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
・

9
6
1
視
聴
覚
教
室
）に
お
い
て
式
の
様
子
を

中
継
で
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　ま
た
、本
学
は
駐
車
場
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

お
越
し
の
際
に
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。近
隣
商
業
施
設
へ
の
迷
惑
駐
車
は
絶
対

に
お
や
め
く
だ
さ
い
。

2
0
1
5
年
度

学
位
記
授
与
式

2
0
1
6
年
3
月
22
日（
火
）

午
前
10
時
〜（
開
場
9
時
15
分
）

日時

神
戸
学
院
大
学
有
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス

場所

し
て
い
き
た
い
」、
岡
田
学
長
は
「
お
も
て
な
し
の
心

を
持
っ
た
学
生
を
育
成
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
立
派
な
大
人
に
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
本
学
と
A
N
A
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン
株
式
会
社

（
本
社
・
東
京
都
港
区
）
の
教
育
連
携
協
定
調
印
式

が
8
月
26
日
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
り
、

岡
田
豊
基
学
長
と
同
社
の
宮
川
純
一
郎
社
長
が
協
定

書
に
調
印
し
ま
し
た
。
締
結
に
よ
り
、
本
学
は
9
月

1
日
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
学
部
主
催

で
、
エ
ア
ラ
イ
ン
業
界
を
目
指
す
学
生
ら
を
対
象
に
し

た
学
内
講
座
、
10
月
に
は
A
N
A
神
戸
空
港
で
の
旅

客
サ
ー
ビ
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の
実
務
体
験
を
行
う
プ
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グ
ラ
ム

「
A
N
A
エ
ア
ラ
イ
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ー
ル
学
内
講
座
」
を
ス
タ
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ト
さ
せ
ま
す
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し
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連
携
協
定
は
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西
の
総
合
大
学
で
は
初
め
て
で
す
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調
印
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に
は
、
本
学
か
ら
岡
田
学
長
の
ほ
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伊
藤

茂
副
学
長
、
松
本
史
朗
事
務
局
長
、
野
口
ジ
ュ
デ
ィ
ー

津
多
江
・
同
学
部
長
ら
、
A
N
A
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョン
側
か
ら
は
宮
川
社
長
の
ほ
か
、
阿
瀬
尚
行
取
締

役
、
八
島
聡
経
営
企
画
室
長
、
現
役
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン

ダ
ン
ト
講
師
の
上
田
紀
子
主
席
部
員
ら
が
出
席
。
調

印
式
の
後
、
宮
川
社
長
は
「
来
年
は
大
学
創
立
50
周

年
と
い
う
節
目
の
年
に
連
携
協
定
が
締
結
で
き
て

う
れ
し
く
、光
栄
に
思
い
ま
す
。
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、

ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
、
私
た

ち
A
N
A
グ
ル
ー
プ
で
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
え
る
よ

う
な
人
材
を
育
て
た
い
。
A
N
A
グ
ル
ー
プ
は
路
線
を

拡
大
し
て
お
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
る
優
秀
な
人

を
確
保
し
、
意
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の
高
い
学
生
を
最
大
限
サ
ポ
ー
ト

A
N
A
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と

　
　
　
　
　
　
　教
育
連
携
協
定
を
締
結

　
本
学
と
大
阪
市
立
総
合
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
9

月
14
日
、
包
括
的
連
携
協
定
の
調
印
式
を
行
い
ま
し

た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
震
源
地
に
最
も
近
い
総

合
大
学
で
、
全
国
に
先
駆
け
て
「
社
会
防
災
学
科
」

を
開
設
し
た
本
学
と
同
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
、
地
域

社
会
に
お
け
る
社
会
的
課
題
「
防
災
・
減
災
」に
つい
て
、

大
阪
市
に
焦
点
を
当
て
た
防
災
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
に
着
手
し
、
普
及
、
活
用
を
進
め
る
5
か
年
計
画

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　
調
印
式
は
午
前
10
時
45
分
か
ら
、
A
号
館
6
階
会

議
室
で
あ
り
、
本
学
か
ら
岡
田
豊
基
学
長
、
松
本
史

朗
事
務
局
長
ら
4
人
、
大
阪
市
か
ら
は
同
セ
ン
タ
ー

の
岡
本
和
夫
所
長
、
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習

部
の
濱
﨑
正
行
生
涯
学
習
担
当
課
長
ら
4
人
が
出
席
。

岡
田
学
長
は
「
震
災

の
経
験
や
、
本
学
の

防
災
教
育
を
活
か
し
、

新
た
に
進
め
て
い
く

連
携
事
業
に
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
岡

本
所
長
も
「
防
災
に

力
を
入
れ
る
大
学
と

協
力
で
き
る
の
は
大

変
心
強
い
で
す
」
と

語
り
、
調
印
文
書
を

取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　
本
学
は
10
月
2
日
、
神
戸
市
と
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
久
元
喜
造
市
長
と
岡
田
豊
基
学
長

が
市
役
所
で
記
者
会
見
し
、
協
定
書
を
取
り
交
わ
し

ま
し
た
。
本
学
と
神
戸
市
は
こ
れ
ま
で
、
年
間
約
60

件
の
連
携
事
業
に
取
り
組
み
、
個
々
の
事
業
目
的
に

沿
っ
た
協
定
、
覚
書
を
結
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
は

事
業
ご
と
の
連
携
か
ら
組
織
的
な
連
携
関
係
へ
と
発

展
さ
せ
、
よ
り
強
固
な
結
び
つ
き
を
目
指
し
ま
す
。

同
市
は
2
0
1
3
年
、
神
戸
大
学
と
同
様
の
協
定
を

結
ん
で
い
ま
す
が
、
私
立
大
学
で
は
本
学
が
初
め
て
。

　
連
携
事
項
は
、

①
防
災
、
減
災

に
関
す
る
こ
と

②
地
域
振
興
、

地
域
課
題
の
解

決
に
関
す
る
こ

と
③
地
域
福
祉

の
向
上
、
子
育

て
支
援
に
関
す

る
こ
と
④
教
育

の
推
進
、
人
材

育
成
に
関
す
る

こ
と
⑤
科
学
技

術
、
産
業
振
興
に
関
す
る
こ
と
⑥
国
際
交
流
の
推
進

に
関
す
る
こ
と
⑦
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
必
要
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。
協
定
の
有
効

期
間
は
締
結
日
か
ら
1
年
で
、
そ
の
後
も
更
新
し
て

い
き
ま
す
。

　
本
学
は
12
月
1
日
付
で
、
岡
山
県
と
「
就
職
支
援

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
地
域
経
済
を

支
え
る
人
材
の
育
成
、
確
保
に
向
け
て
、
本
学
と
岡

山
県
の
双
方
が
連
携
・
協
力
す
る
の
が
目
的
で
す
。

学
生
に
対
す
る
県
内
企
業
情
報
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
提
供
、
学
内
で
の
岡
山
県
企
業
合
同
説
明
会
の

開
催
な
ど
を
行
い
、
同
県
出
身
学
生
の
U
タ
ー
ン
就

職
を
支
援
し
ま
す
。

　
本
学
は
、
同
様
の
協
定
を
四
国
4
県
と
鳥
取
県
と

既
に
結
ん
で
お
り
、
岡
山
県
は
6
番
目
。
今
年
4
月
現

在
、
岡
山
県
出
身
の
学
生
は
2
6
5
人
在
籍
。
今
春

卒
業
し
た
学
生
の
U
タ
ー
ン
率
は
40.
6
％
で
し
た
。

　
今
回
の
協
定
の
主
な
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

⑴
学
生
や
、
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
岡
山
県
内
の
企

　
業
の
情
報
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の
周
知
に
関
す
る

　
こ
と

⑵
学
内
で
行
う
合
同
企
業
説
明
会
等
の
開
催
に
関

　
す
る
こ
と

⑶
学
生
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
等
に
係
る
情
報
の
交
換
及

　
び
実
績
の
把
握
に
関
す
る
こ
と

⑷
学
生
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
等
活
動
の
支
援
に
関
す
る

　
こ
と

⑸
そ
の
他
学
生
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
等
の
促
進
に
関
す

　
る
こ
と

神
戸
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

岡
山
県
と
就
職
協
定
を
締
結

大
阪
市
立
総
合
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と

包
括
的
連
携
協
定
を
締
結
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学
生
支
援
事
務
室

●
保
証
人
の
変
更
お
よ
び
住
所
変
更
に

　
つ
い
て

　
保
証
人
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
ま
た
は
、
住

所
を
変
更
し
た
場
合
は
速
や
か
に
お
子
様
を
通

じ
て
Ｋ
Ｐ
Ｃ
事
務
セ
ン
タ
ー
（
学
生
支
援
）
ま
た
は

Ｋ
Ａ
Ｃ
学
生
支
援
事
務
室
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
の
な
い
場
合
、
学
費
の
納
付
書
、
本
会
報

な
ど
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
生
の
方
へ

●
奨
学
金
継
続
願
の
提
出
に
つ
い
て【
重
要
】

　
日
本
学
生
支
援
機
構
の
第
一
種
・
第
二
種
奨
学

金
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
、
現
在
１
年
次
生
〜
３

年
次
生
（
薬
学
部
は
１
年
次
生
〜
５
年
次
生
）
の

方
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
継
続
手
続
き
が
必

要
で
す
。
こ
の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
、
次
年
度

の
奨
学
金
は
貸
与
さ
れ
ま
せ
ん
。
必
ず
手
続
き
す

る
よ
う
、
お
子
様
に
お
伝
え
願
い
ま
す
。

　
な
お
、
継
続
願
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
奨
学
金

専
用
掲
示
板
お
よ
び
学
内
情
報
サ
ー
ビ
ス
か
ら
配

信
さ
れ
る
メ
ー
ル
で
確
認
す
る
よ
う
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
来
年
度
の
奨
学
金
が
不
要
の
場
合
は
Ｋ

Ｐ
Ｃ
事
務
セ
ン
タ
ー
（
学
生
支
援
）
ま
た
は
Ｋ
Ａ

Ｃ
学
生
支
援
事
務
室
で
至
急
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

継
続
手
続
き
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
力
）

締
切
：
１
月
20
日
（
水
）
ま
で

卒
業
予
定
の
方
へ

●
返
還
手
続
き
に
つ
い
て

　
日
本
学
生
支
援
機
構
第
一種
・
第
二
種
奨
学
金

の
貸
与
を
受
け
て
い
て
、
２
０
１
６
年
３
月
卒
業

予
定
の
方
は
、
返
還
手
続
き
を
行
って
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　（
２
０
０
９
年
度
ま
で
に
採
用
さ
れ
た
方
と
２
０

１
０
年
以
降
に
採
用
さ
れ
た
方
で
は
手
続
き
書
類

が
異
な
り
ま
す
。）

　
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
１
月
22
日
（
金
）

ま
で
に
提
出
す
る
よ
う
お
伝
え
願
い
ま
す
。
事
情

に
よ
り
提
出
が
遅
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
旨
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
２
０
１
６
年
度
　
奨
学
生
募
集

　
２
０
１
６
年
度
採
用
の
奨
学
生
の
定
期
募
集
を

行
い
ま
す
。
出
願
が
必
要
な
場
合
は
、「
奨
学
金

出
願
の
し
お
り
」
を
表
２
の
配
付
期
間
中
に
受
け

取
る
よ
う
、
お
伝
え
願
い
ま
す
。
し
お
り
に
は
出

願
に
必
要
な
書
類
が
と
じ
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
し

お
り
が
な
い
と
出
願
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
奨
学
金

受
給
希
望
者
は
必
ず
配
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い

（
期
間
終
了
後
の
配
付
は
行
い
ま
せ
ん
）。

　
ま
た
、
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
き
た

い
場
合
や
、
初
め
て
出
願
す
る
方
を
対
象
に
出
願

説
明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
奨
学
金
が
必
要
な
方

は
奨
学
金
専
用
掲
示
板
で
確
認
の
上
、
必
ず
出

席
す
る
よ
う
、
お
伝
え
願
い
ま
す
（
保
護
者
の
方

の
出
席
は
不
要
で
す
）。

※

注
１
　
現
在
４
年
次
生
（
薬
学
部
は
６
年
次
生
）
で
、
留

年
等
の
理
由
で
２
０
１
６
年
度
も
引
き
続
き
在
学

す
る
こ
と
に
な
り
、
奨
学
金
を
必
要
と
す
る
場
合

は
、
な
る
べ
く
早
く
奨
学
金
担
当
窓
口
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

※

注
２
　
学
内（
神
戸
学
院
大
学
貸
与
・
支
給
）
奨
学
金
は
採

用
期
間
が
１
年
間
で
す
。２
０
１
５
年
度
学
内
奨
学

生
で
、２
０
１
６
年
度
も
奨
学
金
を
希
望
す
る
方
は

申
し
込
み
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

奨学金の種類により条件が異なります。奨学金専用掲示板で確認してください。地方公共団体・民間団体奨学金

金　額 種別

日本学生支援機構第一種と同額

学部生
第一種

種類 条件

第二種

未納付の学費相当額以内

無利子

支　給

有利子
年利上限３％

交　付

原則として
毎月一回振込

有利子
年利1.5％

年額　360,000円

年３回に分けて振込

随　　時

年２回に分けて振込

貸与奨学金（学部生）

臨時貸与奨学金（学部生）

支給奨学金
（経済支援給付奨学金）

（学部生）（外国人留学生を除く）

日
本
学
生
支
援
機
構

神
戸
学
院
大
学

月

　
　額

貸

　
　与

貸

　
　与

表1  奨学金概要

表2  2016年度奨学生定期募集日程

自　宅 54,000円　共　通 30,000円自宅外 64,000円
３万円・５万円・８万円・10万円・
12万円の５種類の中から選択

2016年１月６日（水）～３月４日（金）
（窓口受付時間帯）

KPC事務センター（学生支援）または
KAC学生支援事務室

日本学生支援機構奨学金（第一種・第二種）
学内貸与奨学金
学内支給奨学金（経済支援給付奨学金）

学部生で、奨学金受給を希望する方

出願説明会、願書受付期間等については、
奨学金専用掲示板でお知らせします

場　　　所

募集を行う
奨　学　金

対　象　者

そ　の　他

奨学金出願の
しおり配付期間

通学の際には公共交通機関の利用を
　近年、兵庫県下では、二輪車乗車中の交通事故が増加しています。その
特徴として、速度超過でカーブを曲がりきれず電柱に衝突、交差点で対向
右折車と衝突、ツーリング中の転倒事故などがあります。本学学生が当事
者となる単車の事故も後を絶たず、大きな事故も発生しています。
　本学では、ポートアイランドキャンパスはトレーラー等の大型貨物自動
車が多数往来する中、4車線の車線変更を行なわなければならず、交通
事故の発生する危険性が大変高いことから、単車・自動車通学を全面禁止
にしています。有瀬キャンパスにおいては、交通事故防止及び大学近隣で
の迷惑・不法駐車への対策として、駐車場利用許可者以外の自動車通学
は禁止し、単車についても自粛を呼びかけています。
　学生を交通事故から守るためにも、交通安全とマナーや法規の厳守につ
きまして、保護者の皆様からもご指導いただきますようお願いいたします。

事
務
室 Infom

ation

総務事務：マイナンバー 事務室 Information

P18-151216 P17-151216

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

マイナンバーは
一生使うもの。
大切にね！

注意点CHECK
マイナンバー制度
スケジュール
平成27年10月までに

自分の住民票がどこにあるのか確認を行い、
確実に受け取れるように準備すること。

マイナンバーはみだりに他人に教えないこと。
通知カードは絶対に捨てないこと。

平成27年10月から
お手元にマイナンバー通知が届きます。

アルバイト先にマイナンバー提供を
求められた場合、個人番号カード

または通知カードと
身元確認書類（学生証等）を持っていくこと。

平成28年1月から
社会保障・災害対策・税の行政手続きで
マイナンバーが必要になります。

申請者には個人番号カードを配付します。

年末調整、確定申告の季節。
給与と所得税を確認すること。

平成29年1月から
マイナポータルが開始予定です。

What is マイナンバー　？ 大学生も、留学生も
1.マイナンバーとは何のこと？
国民一人ひとりが持つ12桁の
番号のことです。番号が漏えいし、
不正に使われる恐れがある場合
を除き、一生変更されませんの
で大切にしてください。

2.どうしてマイナンバーが必要なの？
1. 行政の効率化
行政機関などの業務に要している時間や
労力や、作業の重複などの無駄が削減さ
れます。

2. 国民の利便性の向上
行政手続きが簡素化され、国民の手続
きが軽減。
行政機関が持つ自分の情報が確認でき
ます。

3. 公平・公正な社会の実現
納税を不当に免れることや給付を不当
に受けることを防止します。

3. 自分のマイナンバーはどう知るの？
2015 年10 月から市町村より住民票の住
所にマイナンバー通知（通知カード）が送
られます。外国籍でも住民票のある人は対
象になります。
10月までに住民票の確認や異動を行って
ください。
※一人暮らしの学生は特に注意！

4.インターネットから閲覧できるの？
2017年1月からマイナポータルで地方公
共団体や行政機関の間での個人情報のや
り取りの記録が、ご自宅のパソコンでも確
認できるようになります。
※マイナポータルの機能の詳細は検討中
です。

5. 個人番号カードとは何のこと？
マイナンバーの通知後に市町村
区に申請をすれば身元証明や
様々なサービスに利用できる個
人番号カードが公布されます。

6.いつマイナンバーが必要？
2016年1月から社会保障、災害
対策、税の行政手続きを行うとき
にマイナンバーが必要になりま
す。

◆年金の資格取得や給付
◆雇用保険の資格取得や確認、給付
◆医療保険の給付請求
◆福祉分野の給付、生活保護など
◆被災地生活再建支援金に支給
◆被災者台帳の作成事務　など

◆税務当局に提出する確定申告書、
　届出書、調書などに記載
◆税務当局の内部事務　など

2016

マイナンバー制度が始まりました！
　2016年1月よりマイナンバー制度が始まりました。マイナンバー（個人番号）
は、住民票を有する全ての国民一人ひとりに1つの番号が付与され、社会保
障、税、災害対策の行政手続で必要となります。
　マイナンバーの通知カードは、各市区町村から2015年10月5日時点の住民
票の住所に送付されています。マイナンバーは原則として一生涯使用するも
のとなります。学生においても、アルバイト等の採用に当たってマイナンバーの
提示を求められることがあります。また、日本学生支援機構の奨学金の貸与
についても、2017年4月以降、マイナンバーの利用が開始される予定ですの
で、大切に保管し、取扱いには十分に注意してください。
　マイナンバー制度の詳細については、下記ホームページを参照してください。

●マイナンバー（社会保障・税番号）制度に関する文部科学省からのお知らせ（文部科学省）
　http://www.mext.go.jp/a_menu/kaikei/zeisei/1362172.htm
●マイナンバー　社会保障・税番号制度について（内閣官房）
　http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html

年
金

労
働

医
療

福
祉

社会
保障

税

災害
対策

10000

10000
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学
生
支
援
事
務
室

●
保
証
人
の
変
更
お
よ
び
住
所
変
更
に

　
つ
い
て

　
保
証
人
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
ま
た
は
、
住

所
を
変
更
し
た
場
合
は
速
や
か
に
お
子
様
を
通

じ
て
Ｋ
Ｐ
Ｃ
事
務
セ
ン
タ
ー
（
学
生
支
援
）
ま
た
は

Ｋ
Ａ
Ｃ
学
生
支
援
事
務
室
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
の
な
い
場
合
、
学
費
の
納
付
書
、
本
会
報

な
ど
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
生
の
方
へ

●
奨
学
金
継
続
願
の
提
出
に
つ
い
て【
重
要
】

　
日
本
学
生
支
援
機
構
の
第
一
種
・
第
二
種
奨
学

金
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
、
現
在
１
年
次
生
〜
３

年
次
生
（
薬
学
部
は
１
年
次
生
〜
５
年
次
生
）
の

方
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
継
続
手
続
き
が
必

要
で
す
。
こ
の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
、
次
年
度

の
奨
学
金
は
貸
与
さ
れ
ま
せ
ん
。
必
ず
手
続
き
す

る
よ
う
、
お
子
様
に
お
伝
え
願
い
ま
す
。

　
な
お
、
継
続
願
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
奨
学
金

専
用
掲
示
板
お
よ
び
学
内
情
報
サ
ー
ビ
ス
か
ら
配

信
さ
れ
る
メ
ー
ル
で
確
認
す
る
よ
う
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
来
年
度
の
奨
学
金
が
不
要
の
場
合
は
Ｋ

Ｐ
Ｃ
事
務
セ
ン
タ
ー
（
学
生
支
援
）
ま
た
は
Ｋ
Ａ

Ｃ
学
生
支
援
事
務
室
で
至
急
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

継
続
手
続
き
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
力
）

締
切
：
１
月
20
日
（
水
）
ま
で

卒
業
予
定
の
方
へ

●
返
還
手
続
き
に
つ
い
て

　
日
本
学
生
支
援
機
構
第
一種
・
第
二
種
奨
学
金

の
貸
与
を
受
け
て
い
て
、
２
０
１
６
年
３
月
卒
業

予
定
の
方
は
、
返
還
手
続
き
を
行
って
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　（
２
０
０
９
年
度
ま
で
に
採
用
さ
れ
た
方
と
２
０

１
０
年
以
降
に
採
用
さ
れ
た
方
で
は
手
続
き
書
類

が
異
な
り
ま
す
。）

　
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
１
月
22
日
（
金
）

ま
で
に
提
出
す
る
よ
う
お
伝
え
願
い
ま
す
。
事
情

に
よ
り
提
出
が
遅
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
旨
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
２
０
１
６
年
度
　
奨
学
生
募
集

　
２
０
１
６
年
度
採
用
の
奨
学
生
の
定
期
募
集
を

行
い
ま
す
。
出
願
が
必
要
な
場
合
は
、「
奨
学
金

出
願
の
し
お
り
」
を
表
２
の
配
付
期
間
中
に
受
け

取
る
よ
う
、
お
伝
え
願
い
ま
す
。
し
お
り
に
は
出

願
に
必
要
な
書
類
が
と
じ
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
し

お
り
が
な
い
と
出
願
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
奨
学
金

受
給
希
望
者
は
必
ず
配
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い

（
期
間
終
了
後
の
配
付
は
行
い
ま
せ
ん
）。

　
ま
た
、
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
き
た

い
場
合
や
、
初
め
て
出
願
す
る
方
を
対
象
に
出
願

説
明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
奨
学
金
が
必
要
な
方

は
奨
学
金
専
用
掲
示
板
で
確
認
の
上
、
必
ず
出

席
す
る
よ
う
、
お
伝
え
願
い
ま
す
（
保
護
者
の
方

の
出
席
は
不
要
で
す
）。

※

注
１
　
現
在
４
年
次
生
（
薬
学
部
は
６
年
次
生
）
で
、
留

年
等
の
理
由
で
２
０
１
６
年
度
も
引
き
続
き
在
学

す
る
こ
と
に
な
り
、
奨
学
金
を
必
要
と
す
る
場
合

は
、
な
る
べ
く
早
く
奨
学
金
担
当
窓
口
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

※

注
２
　
学
内（
神
戸
学
院
大
学
貸
与
・
支
給
）
奨
学
金
は
採

用
期
間
が
１
年
間
で
す
。２
０
１
５
年
度
学
内
奨
学

生
で
、２
０
１
６
年
度
も
奨
学
金
を
希
望
す
る
方
は

申
し
込
み
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

奨学金の種類により条件が異なります。奨学金専用掲示板で確認してください。地方公共団体・民間団体奨学金

金　額 種別

日本学生支援機構第一種と同額

学部生
第一種

種類 条件

第二種

未納付の学費相当額以内

無利子

支　給

有利子
年利上限３％

交　付

原則として
毎月一回振込

有利子
年利1.5％

年額　360,000円

年３回に分けて振込

随　　時

年２回に分けて振込

貸与奨学金（学部生）

臨時貸与奨学金（学部生）

支給奨学金
（経済支援給付奨学金）

（学部生）（外国人留学生を除く）

日
本
学
生
支
援
機
構

神
戸
学
院
大
学

月

　
　額

貸

　
　与

貸

　
　与

表1  奨学金概要

表2  2016年度奨学生定期募集日程

自　宅 54,000円　共　通 30,000円自宅外 64,000円
３万円・５万円・８万円・10万円・
12万円の５種類の中から選択

2016年１月６日（水）～３月４日（金）
（窓口受付時間帯）

KPC事務センター（学生支援）または
KAC学生支援事務室

日本学生支援機構奨学金（第一種・第二種）
学内貸与奨学金
学内支給奨学金（経済支援給付奨学金）

学部生で、奨学金受給を希望する方

出願説明会、願書受付期間等については、
奨学金専用掲示板でお知らせします

場　　　所

募集を行う
奨　学　金

対　象　者

そ　の　他

奨学金出願の
しおり配付期間

通学の際には公共交通機関の利用を
　近年、兵庫県下では、二輪車乗車中の交通事故が増加しています。その
特徴として、速度超過でカーブを曲がりきれず電柱に衝突、交差点で対向
右折車と衝突、ツーリング中の転倒事故などがあります。本学学生が当事
者となる単車の事故も後を絶たず、大きな事故も発生しています。
　本学では、ポートアイランドキャンパスはトレーラー等の大型貨物自動
車が多数往来する中、4車線の車線変更を行なわなければならず、交通
事故の発生する危険性が大変高いことから、単車・自動車通学を全面禁止
にしています。有瀬キャンパスにおいては、交通事故防止及び大学近隣で
の迷惑・不法駐車への対策として、駐車場利用許可者以外の自動車通学
は禁止し、単車についても自粛を呼びかけています。
　学生を交通事故から守るためにも、交通安全とマナーや法規の厳守につ
きまして、保護者の皆様からもご指導いただきますようお願いいたします。

事
務
室 Infom

ation

総務事務：マイナンバー 事務室 Information

P18-151216 P17-151216

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

マイナンバーは
一生使うもの。
大切にね！

注意点CHECK
マイナンバー制度
スケジュール
平成27年10月までに

自分の住民票がどこにあるのか確認を行い、
確実に受け取れるように準備すること。

マイナンバーはみだりに他人に教えないこと。
通知カードは絶対に捨てないこと。

平成27年10月から
お手元にマイナンバー通知が届きます。

アルバイト先にマイナンバー提供を
求められた場合、個人番号カード

または通知カードと
身元確認書類（学生証等）を持っていくこと。

平成28年1月から
社会保障・災害対策・税の行政手続きで
マイナンバーが必要になります。

申請者には個人番号カードを配付します。

年末調整、確定申告の季節。
給与と所得税を確認すること。

平成29年1月から
マイナポータルが開始予定です。

What is マイナンバー　？ 大学生も、留学生も
1.マイナンバーとは何のこと？
国民一人ひとりが持つ12桁の
番号のことです。番号が漏えいし、
不正に使われる恐れがある場合
を除き、一生変更されませんの
で大切にしてください。

2.どうしてマイナンバーが必要なの？
1. 行政の効率化
行政機関などの業務に要している時間や
労力や、作業の重複などの無駄が削減さ
れます。

2. 国民の利便性の向上
行政手続きが簡素化され、国民の手続
きが軽減。
行政機関が持つ自分の情報が確認でき
ます。

3. 公平・公正な社会の実現
納税を不当に免れることや給付を不当
に受けることを防止します。

3. 自分のマイナンバーはどう知るの？
2015 年10 月から市町村より住民票の住
所にマイナンバー通知（通知カード）が送
られます。外国籍でも住民票のある人は対
象になります。
10月までに住民票の確認や異動を行って
ください。
※一人暮らしの学生は特に注意！

4.インターネットから閲覧できるの？
2017年1月からマイナポータルで地方公
共団体や行政機関の間での個人情報のや
り取りの記録が、ご自宅のパソコンでも確
認できるようになります。
※マイナポータルの機能の詳細は検討中
です。

5. 個人番号カードとは何のこと？
マイナンバーの通知後に市町村
区に申請をすれば身元証明や
様々なサービスに利用できる個
人番号カードが公布されます。

6.いつマイナンバーが必要？
2016年1月から社会保障、災害
対策、税の行政手続きを行うとき
にマイナンバーが必要になりま
す。

◆年金の資格取得や給付
◆雇用保険の資格取得や確認、給付
◆医療保険の給付請求
◆福祉分野の給付、生活保護など
◆被災地生活再建支援金に支給
◆被災者台帳の作成事務　など

◆税務当局に提出する確定申告書、
　届出書、調書などに記載
◆税務当局の内部事務　など

2016

マイナンバー制度が始まりました！
　2016年1月よりマイナンバー制度が始まりました。マイナンバー（個人番号）
は、住民票を有する全ての国民一人ひとりに1つの番号が付与され、社会保
障、税、災害対策の行政手続で必要となります。
　マイナンバーの通知カードは、各市区町村から2015年10月5日時点の住民
票の住所に送付されています。マイナンバーは原則として一生涯使用するも
のとなります。学生においても、アルバイト等の採用に当たってマイナンバーの
提示を求められることがあります。また、日本学生支援機構の奨学金の貸与
についても、2017年4月以降、マイナンバーの利用が開始される予定ですの
で、大切に保管し、取扱いには十分に注意してください。
　マイナンバー制度の詳細については、下記ホームページを参照してください。

●マイナンバー（社会保障・税番号）制度に関する文部科学省からのお知らせ（文部科学省）
　http://www.mext.go.jp/a_menu/kaikei/zeisei/1362172.htm
●マイナンバー　社会保障・税番号制度について（内閣官房）
　http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html

年
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10000

10000
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神
戸
マ
ラ
ソ
ン
で
は
大
会
を
迎
え
る
準
備
と
し
て
「
す
る
人
・
観

る
人
・
支
え
る
人
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
様
々
な
共
同
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
本
学
と
共
に
歩
ん
で
き
た
神
戸
マ

ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
と
の
共

催
イ
ベ
ン
ト
「
神
戸
マ
ラ
ソ

ン
レ
デ
ィ
ス
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
リ

ニ
ッ
ク
i
n
神
戸
学
院
大

学
」
の
開
催
で
す
。
本
学

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
上
谷
聡
子
さ
ん
が
講
師

を
務
め
、
学
際
教
育
機
構 

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ユ

ニッ
ト
の
津
田
真
一
郎
教
授
、

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
学

部 

理
学
療
法
学
科
の
大
久

保
吏
司
助
教
と
共
に
、
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
完
走
を
目
指
す
ラ
ン
ナ
ー
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ
関
西
の
神
戸
マ
ラ
ソ
ン

応
援
番
組
へ
の
出
演
や
、
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
ス
ポ
ン
サ
ー
の
六
甲
バ
タ
ー

株
式
会
社
と
栄
養
学
部
生
と
の

連
携
に
よ
る
ラ
ン
ナ
ー
の
栄
養
を

考
え
た
「
マ
ラ
ソ
ン
レ
シ
ピ
ブ
ッ
ク

を
作
成
。
大
会
の
危
機
管
理
向

上
や
安
心
安
全
な
大
会
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
に
緊
急
時
対
応

訓
練
を
2
0
1
4
年
よ
り
実
施
。

　
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
は
、
女
性
ラ
ン
ナ
ー
の
登
竜
門
と
し
て
開
催
さ
れ

て
い
た
、
神
戸
全
日
本
女
子
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
前
身
大
会
と
し
、

そ
の
大
会
で
本
学
の
学
際
教
育
機
構
防
災
・
社
会
貢
献
ユ
ニッ
ト

生
が
A
E
D
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
を
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
の

A
E
D
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
神
戸
市
消
防
局
が
1
世
帯
に
1
人
の

市
民
救
命
士
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
お
り
、 

防
災
・

社
会
貢
献
ユ
ニッ
ト
で
は
、
先
駆
的
に
、
市
民
救
命
士
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
取
得
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
み
、
学
生
に
よ
る

F
A
S
T
（
民
間
救
急
講
習
団
体
）
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
地

域
救
命
の
一
助
を
担
う
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
つ
な
が
り
の
中
で
、
2
0
1
0
年
に
神
戸
マ
ラ
ソ
ン

準
備
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
研
修

の
構
築
や
全
面
的
な
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
な
ど
を
行
い
、
第

1
回
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
は
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
が
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ス
タ
ッ
フ
を
務
め
、
大
会
に

お
け
る
危
機
管
理
の
重
要
性

を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
サ

ポ
ー
ト
と
し
て
大
会
直
前
に
開

催
さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明

会
に
お
い
て
、
大
会
の
救
護
体

制
を
強
化
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
第
一

次
救
命
対
応
が
で
き
る
よ
う
、

防
災
・
社
会
貢
献
ユ
ニッ
ト
と
現
代
社
会
学
部 

社
会
防
災
学
科

の
F
A
S
T
に
所
属
す
る
学
生
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
を

対
象
に
救
命
士
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
の
11
月
15
日
。
開

催
直
前
ま
で
雨
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
ス
タ
ー
ト
の
号
砲
と
と

も
に
太
陽
の
光
が
差
込
み
、
ラ
ン

ナ
ー
に
と
っ
て
は
暑
く
厳
し
い
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
第
5
回
大
会
は
、
過

去
4
回
の
大
会
で
培
っ
た
、
震
災

復
興
を
テ
ー
マ
と
し
た
様
々
な
つ
な

が
り
を
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
つ
な
ぐ

意
味
を
込
め
て
「『
あ
り
が
と
う
』

を
つ
ぎ
の
一
歩
へ
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

大
会
前
々
日
の
ラ
ン
ナ
ー

受
付
（
神
戸
マ
ラ
ソ
ン

E
X
P
O
）
か
ら
大
会

当
日
ま
で
の
3
日
間
、
の

べ
6
3
1
人
の
学
生
と
附

属
高
等
学
校
の
生
徒
が
、

通
訳
ガ
イ
ド
、
ラ
ン
ナ
ー

受
付
そ
し
て
、救
護
、給
水
、

給
食
、
応
援
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
活
動
に
参
加
し
、
活

動
を
通
し
て
感
謝
の
言
葉

の
素
晴
ら
し
さ
、
互
い
に

支
え
合
う
心
、
人
に
伝

え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
感

じ
、
仲
間
と
共
に
活
動
す
る
こ
と
で
心
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
女
子
の
部
で
女
子
駅
伝
競
走
部
の
杉
谷
優
衣
さ
ん

（
人
文
学
部
2
年
次
生
）
が
見
事
優
勝
、
同
部
の
大
樽
瑞
葉
さ
ん

（
同
1
年
次
生
）
が
4
位
、
大
畠
万
由
子
さ
ん
（
同
2
年
次
生
）

が
7
位
、
上
谷
聡
子
さ
ん
（
本
学
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

が
10
位
に
入
り
ま
し
た
。

神戸学院大学
と

神戸マラソン

KobeMarathon

神
戸
マ
ラ
ソ
ン
は
、「
感
謝
と
友
情
」
を
テ
ー
マ
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
お
い
て
、「
手
を
差
し
伸
べ
て
い
た
だ
い
た

国
内
外
の
人
々
や
地
域
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
」を
表
明
す
る
大
会
と
し
て
2
0
1
1
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
神
戸
学
院
大
学
は
、

第
1
回
大
会
か
ら
継
続
的
に 

教
育・研
究・社
会
貢
献
を
柱
に
、
多
く
の
学
生
と
教
職
員
が一体
と
な
っ
て
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
都
市
型
マ
ラ
ソ
ン
を
目
指
す
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
と
共
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
私
が
担
当
し
た
の
は
残
り

約
2
㎞
地
点
の
給
水
所
だ
っ

た
の
で
、
ラ
ン
ナ
ー
の
方
た

ち
は
と
て
も
辛
そ
う
で
し
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
あ

り
が
と
う
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
疲
れ
さ
ま
」
と
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
驚
き
ま
し
た
。

私
も
辛
い
と
き
こ
そ
笑
顔
と

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い

人
に
な
り
た
い
と
心
か
ら
思

い
ま
し
た
。

∧
人
文
学
部
　
人
文
学
科
　
3
年
次
生
　
田
上
舞
果
∨

　
今
回
、
神
戸
マ
ラ
ソ
ン

の
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
エ
リ
ア
の

救
護
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
バ
イ
タ
ル

サ
イ
ン
の
確
認
や
車
い
す

で
の
搬
送
、
ス
ト
レ
ッ
チ

ン
グ
な
ど
、
学
校
や
病
院

実
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
ラ

ン
ナ
ー
の
方
々
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
で
社
会
に
還

元
で
き
、
非
常
に
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
ゴ
ー

ル
後
の
エ
リ
ア
で
あ
っ
た
た
め
、
ラ
ン
ナ
ー
の
方
々
は
皆
さ
ん

満
身
創
痍
の
様
子
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ラ
ン
ナ
ー
同
士
で
励

ま
し
合
い
、
沿
道
で
応
援
し
て
い
る
方
々
や
私
達
ス
タ
ッ
フ

に
笑
顔
で
感
謝
を
伝
え
て
い
た
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

救
護
を
し
た
後
に
言
っ
て
い
た
だ
い
た
あ
り
が
と
う
の
言
葉

が
胸
に
残
り
ま
し
た
。

∧
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部 

医
療
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
科 

理
学
療
法
学
専
攻
　
4
年
次
生
　
奥
田
勇
希
∨

　
今
回
、
私
は
固
定
A
E
D
隊
と
し
て
、
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
ま
で
行
っ
て
き
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
は
少
し
違

い
、
自
分
の
手
に
人
の

命
が
懸
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
も
の
凄

く
緊
張
し
ま
し
た
。
幸

い
に
も
、
私
の
担
当
ブ

ロ
ッ
ク
で
は
何
も
起
こ

る
こ
と
な
く
、
ラ
ン

ナ
ー
の
方
々
を
送
り
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ラ
ン
ナ
ー
の
方
々

に
声
を
か
け
る
と
、
笑
顔
で
〝
あ
り
が
と
う
〞
と
言
っ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
が
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

∧
現
代
社
会
学
部
社
会
防
災
学
科　
1
年
次
生
　
竹
下
良
太
∨

※
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
は
、
兵
庫
県・神
戸
市・兵
庫
県
教
育
員
会
・

神
戸
市
教
育
委
員
会
・
兵
庫
陸
上
競
技
会
が
主
催
す
る
大
会

で
す
。

参
加
学
生
の
感
想
文

神戸マラソンボランティア 神戸マラソンボランティア

P16-151218 P15-151218

垂水エリアで給水ボランティアをした社会リハビリテーション学科生

フィニッシュエリアでス
プレー隊を務めた、理

学療法学科生

神
戸
マ
ラ
ソ
ン
を
通
し
て
生
ま
れ
る「
き
ず
な
」

◉地域と共生する大学～神戸学院大学◉

神戸マラソンレディースランニングクリニックin 神戸学院大学

栄養学部×六甲バター(株) マラソンレシピブック

EXPOランナー受け、社リハ学生と附属高校の生徒が一緒に活動しました！

ボランティア説明会で心
肺蘇生法を説明する社会

防災学科生

EXPO通訳ガイドと務めた社会リハビリテーション学科生

フィニッシュエリアで救護ボランティアをした　奥田勇希さん

ポートアイランドで給水ボランティアをした
田上舞果さんと同学部の山階佳奈さん

三宮兵庫ブロック24区で固定AED隊として活動した
竹下良太さん
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神
戸
マ
ラ
ソ
ン
で
は
大
会
を
迎
え
る
準
備
と
し
て
「
す
る
人
・
観

る
人
・
支
え
る
人
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
様
々
な
共
同
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
本
学
と
共
に
歩
ん
で
き
た
神
戸
マ

ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
と
の
共

催
イ
ベ
ン
ト
「
神
戸
マ
ラ
ソ

ン
レ
デ
ィ
ス
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
リ

ニ
ッ
ク
i
n
神
戸
学
院
大

学
」
の
開
催
で
す
。
本
学

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
上
谷
聡
子
さ
ん
が
講
師

を
務
め
、
学
際
教
育
機
構 

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ユ

ニッ
ト
の
津
田
真
一
郎
教
授
、

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
学

部 

理
学
療
法
学
科
の
大
久

保
吏
司
助
教
と
共
に
、
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
完
走
を
目
指
す
ラ
ン
ナ
ー
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ
関
西
の
神
戸
マ
ラ
ソ
ン

応
援
番
組
へ
の
出
演
や
、
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
ス
ポ
ン
サ
ー
の
六
甲
バ
タ
ー

株
式
会
社
と
栄
養
学
部
生
と
の

連
携
に
よ
る
ラ
ン
ナ
ー
の
栄
養
を

考
え
た
「
マ
ラ
ソ
ン
レ
シ
ピ
ブ
ッ
ク

を
作
成
。
大
会
の
危
機
管
理
向

上
や
安
心
安
全
な
大
会
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
に
緊
急
時
対
応

訓
練
を
2
0
1
4
年
よ
り
実
施
。

　
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
は
、
女
性
ラ
ン
ナ
ー
の
登
竜
門
と
し
て
開
催
さ
れ

て
い
た
、
神
戸
全
日
本
女
子
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
前
身
大
会
と
し
、

そ
の
大
会
で
本
学
の
学
際
教
育
機
構
防
災
・
社
会
貢
献
ユ
ニッ
ト

生
が
A
E
D
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
を
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
の

A
E
D
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
神
戸
市
消
防
局
が
1
世
帯
に
1
人
の

市
民
救
命
士
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
お
り
、 

防
災
・

社
会
貢
献
ユ
ニッ
ト
で
は
、
先
駆
的
に
、
市
民
救
命
士
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
取
得
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
み
、
学
生
に
よ
る

F
A
S
T
（
民
間
救
急
講
習
団
体
）
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
地

域
救
命
の
一
助
を
担
う
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
つ
な
が
り
の
中
で
、
2
0
1
0
年
に
神
戸
マ
ラ
ソ
ン

準
備
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
研
修

の
構
築
や
全
面
的
な
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
な
ど
を
行
い
、
第

1
回
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
は
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
が
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ス
タ
ッ
フ
を
務
め
、
大
会
に

お
け
る
危
機
管
理
の
重
要
性

を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
サ

ポ
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大
会
直
前
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開

催
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
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て
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の
救
護
体

制
を
強
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し
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ズ
に
第
一

次
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命
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で
き
る
よ
う
、

防
災
・
社
会
貢
献
ユ
ニッ
ト
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現
代
社
会
学
部 

社
会
防
災
学
科
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A
S
T
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所
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が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
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を
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し
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。
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催
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の
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光
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。
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過
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互
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で
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に
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（
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な
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と
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。
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・
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催
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垂水エリアで給水ボランティアをした社会リハビリテーション学科生

フィニッシュエリアでス
プレー隊を務めた、理

学療法学科生

神
戸
マ
ラ
ソ
ン
を
通
し
て
生
ま
れ
る「
き
ず
な
」

◉地域と共生する大学～神戸学院大学◉

神戸マラソンレディースランニングクリニックin 神戸学院大学

栄養学部×六甲バター(株) マラソンレシピブック

EXPOランナー受け、社リハ学生と附属高校の生徒が一緒に活動しました！

ボランティア説明会で心
肺蘇生法を説明する社会

防災学科生

EXPO通訳ガイドと務めた社会リハビリテーション学科生

フィニッシュエリアで救護ボランティアをした　奥田勇希さん

ポートアイランドで給水ボランティアをした
田上舞果さんと同学部の山階佳奈さん

三宮兵庫ブロック24区で固定AED隊として活動した
竹下良太さん
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　今回のグリフィス大学夏期研修では英語以外にも、多
くのことを学んだり考えたりすることができました。
　クラスメイトだけではなく、オーストラリアが多民族国家
の国なので、ホストファミリーや街で出会う人たちの出身
国は様々です。このような国に身をおき、共に生活をした
ことにより、日本では普段考える機会がない「自分」を見つ
めることができたと思います。
　一番のきっかけとなったのは、オーストラリアでは初めて
会った人や友人と話をしているときなどに、自分と同じとこ
ろではなく違うところを見つけたら「私と違うね」と嬉しそう
に言うことです。日本の場合は、その人と自分の同じ部分
を探して安心や喜びを感じ、違う部分はあまり取り上げる
ことがありません。なので、初めて違うねと言われたときは
驚いたとともにショックを受けてしまいました。ですが、「違
う」という言葉は否定的なイメージをもつものではなく、肯
定的なものだということに気づき、違いを見ることができる
ようになった結果、今まで見えていなかった自分が見えて
きたのです。
　また、研修に参加したメンバー同士の中で気づき、気
づかされることが多かったと思います。今回の研修に参

加したのは13人で例年より少ない人数でした。人数が少
なかったことが功を奏したのか13人全員がすぐに仲良く
なり研修が終わるころにはまるで家族のようになっていま
した。このような関係の中で行動を共にしているとそれぞ
れに役割が生まれていき、その役割の中でそれぞれの良
いところ、心がけたいところをお互いに見つけることができ
ました。
　このように自分について考えることが多かったですが、
何よりも気づかされたのは人との縁の大切さです。自分に
ついて考えることができたのも研修を共にしたメンバー
や、ホストファミリーなど素敵な人たちに出会えたからこそ
だと思います。これからも一度出会えた縁を大切にして
大学生活を送りたいです。

　John Abott College夏期語学研修は1987年に始ま
り、今回で25回目を迎えました。John Abott College、通
称「JAC」では、英語やカナダの文化や生活などを肌に
触れながら学びました。
　この研修では20名の学生が参加し、英語を本場で学
習しました。英語だけでなくホストファミリーやJACのボラン
ティア学生とも交流し、国際的な友人関係を築くのには最
高の研修でした。JACはカナダのケベック州モントリオー
ルにあります。自然が豊かで近くには湖もあり、とても気持
ちいい場所です。そこでボランティア学生とスポーツや世
間話などをして友好を深めました。また、モントリオールの
中心地へ授業を担当してくださった先生や学生たちと行
き、カナダの文化や生活に触れながら散策しました。もち
ろんお土産も購入し、特にメープルは有名でメープルシ
ロップ店のオーナーの講座を聞く体験をしました。
　研修の半ばにはナイアガラやトロントを訪れました。ナイ
アガラではナイアガラの滝を間近で見てそのスケールに
驚きました。トロントでは観光バスに乗ってガイドを聞き、日

本とは異なる景色や空気を感じました。ナイアガラやトロン
トでは、観光もしましたが、授業で学んだことを活かす機
会が何回もありました。そして、最終週にはホストファミリー
やボランティア学生を招いて日本の文化を紹介するジャ
パンナイトを開催しました。折り紙や書道、射的、わらび餅
などを紹介しました。ホストファミリーやボランティア学生
は、日本の文化について知ってはいても体験したことがな
いという人が多かったです。普段では体験できないような
東洋と西洋の文化の違いをお互いに学べたのではない
かと思います。着物を着て参加した神戸学院生もおり、現
地の方 に々とても好評でした。
　最後になりますが、私たち参加学生は英語漬けの日々
を送り、日本にいては経験できないことを体験しました。誰
もがこの研修に参加してよかったと感じており、JACでで
きた友人とまた会いたいと願っています。

JAC夏期語学研修参加者
経営学部4年次生　橋本　優一

グリフィス大学夏期研修参加者
経営学部２年次生　溝脇　三麗

海外研修レポート
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に言うことです。日本の場合は、その人と自分の同じ部分
を探して安心や喜びを感じ、違う部分はあまり取り上げる
ことがありません。なので、初めて違うねと言われたときは
驚いたとともにショックを受けてしまいました。ですが、「違
う」という言葉は否定的なイメージをもつものではなく、肯
定的なものだということに気づき、違いを見ることができる
ようになった結果、今まで見えていなかった自分が見えて
きたのです。
　また、研修に参加したメンバー同士の中で気づき、気
づかされることが多かったと思います。今回の研修に参

加したのは13人で例年より少ない人数でした。人数が少
なかったことが功を奏したのか13人全員がすぐに仲良く
なり研修が終わるころにはまるで家族のようになっていま
した。このような関係の中で行動を共にしているとそれぞ
れに役割が生まれていき、その役割の中でそれぞれの良
いところ、心がけたいところをお互いに見つけることができ
ました。
　このように自分について考えることが多かったですが、
何よりも気づかされたのは人との縁の大切さです。自分に
ついて考えることができたのも研修を共にしたメンバー
や、ホストファミリーなど素敵な人たちに出会えたからこそ
だと思います。これからも一度出会えた縁を大切にして
大学生活を送りたいです。

　John Abott College夏期語学研修は1987年に始ま
り、今回で25回目を迎えました。John Abott College、通
称「JAC」では、英語やカナダの文化や生活などを肌に
触れながら学びました。
　この研修では20名の学生が参加し、英語を本場で学
習しました。英語だけでなくホストファミリーやJACのボラン
ティア学生とも交流し、国際的な友人関係を築くのには最
高の研修でした。JACはカナダのケベック州モントリオー
ルにあります。自然が豊かで近くには湖もあり、とても気持
ちいい場所です。そこでボランティア学生とスポーツや世
間話などをして友好を深めました。また、モントリオールの
中心地へ授業を担当してくださった先生や学生たちと行
き、カナダの文化や生活に触れながら散策しました。もち
ろんお土産も購入し、特にメープルは有名でメープルシ
ロップ店のオーナーの講座を聞く体験をしました。
　研修の半ばにはナイアガラやトロントを訪れました。ナイ
アガラではナイアガラの滝を間近で見てそのスケールに
驚きました。トロントでは観光バスに乗ってガイドを聞き、日

本とは異なる景色や空気を感じました。ナイアガラやトロン
トでは、観光もしましたが、授業で学んだことを活かす機
会が何回もありました。そして、最終週にはホストファミリー
やボランティア学生を招いて日本の文化を紹介するジャ
パンナイトを開催しました。折り紙や書道、射的、わらび餅
などを紹介しました。ホストファミリーやボランティア学生
は、日本の文化について知ってはいても体験したことがな
いという人が多かったです。普段では体験できないような
東洋と西洋の文化の違いをお互いに学べたのではない
かと思います。着物を着て参加した神戸学院生もおり、現
地の方 に々とても好評でした。
　最後になりますが、私たち参加学生は英語漬けの日々
を送り、日本にいては経験できないことを体験しました。誰
もがこの研修に参加してよかったと感じており、JACでで
きた友人とまた会いたいと願っています。

JAC夏期語学研修参加者
経営学部4年次生　橋本　優一

グリフィス大学夏期研修参加者
経営学部２年次生　溝脇　三麗

海外研修レポート



　医療室では、学生が健康な大学生活が送れるように、支援を行っています。
学内で体調が悪くなったときは、状況に応じて応急処置や近隣の医療機関を紹
介しています。
　毎年3月～4月にかけて学校保健安全法に基づいて、定期健康診断を実施し
ています。
　キャンパス（広報誌）・掲示・ホームページ・メールにも掲載しておりますが、必
要に迫らないと受診しない状況で100％受診には至っておりません。
年1回健康状態をチェックする機会でもありますので、保護者の皆様からもご
指導いただきますようお願いいたします。
　また、ポートアイランドキャンパス・有瀬の医務室では医師による健康相談を
行っています。身体的・精神的な悩みなど、相談内容は一切秘密ですのでお気
軽にご相談ください。

医療室のご案内
曜日 相談内容 相談時間
水

ポートアイランド（C号館1階・医務室）

健康相談（外科・内科など） 14：30～16：30
木 精神保健相談（月2回） 14：00～16：30

曜日 相談内容 相談時間
月

有瀬（大学会館1階・医務室）

健康相談（内科など） 14：00～16：00
木

金

精神保健相談（月2回）
健康相談（内科など）
女性の健康相談（第2・3金曜日）

14：00～16：30

13：30～14：30

金

水
金

火
金
月
金
月
金
土
月

火
土
土
月
火
木
土
火
金
月

金
土

学年始め
新入生指導週間（～7日）
入学式
授業開始
履修登録（全学部全年次）（・11～15日）
履修登録確認訂正（全年次生）（～20日）
昭和の日（祝日授業日）
前期学費納入最終日
定期試験時間割発表
海の日（祝日授業日）
火曜日科目の授業日
水曜日科目の授業日
木曜日科目の授業日
授業終了

土曜・月曜日科目の試験日 　 定期試験

予備日
夏期休業（～9月18日）
成績発表（前期卒業見込者・再試験受験願受付）
追・再試験時間割発表
追・再試験開始
追・再試験終了
成績発表（全学部全年次）
後期履修指導
（ 全学部1年次、法・経済・経営・GC
　人文・現代社会・総リハ2年次以上）
前期卒業者発表
前期学位記授与式

月

火
金

月

月

金
月
月
木

木

日
月
木
日
火
水
火
金
土
月
火
土
月
火
水
火

金
月

金

金
水
水
火
金

授業開始〔栄4年次生、～12月14日〕
木曜日科目の授業日〔栄４年次生〕
金曜日科目の授業日〔栄４年次生〕
授業開始〔薬４年次生、～11月30日〕
　　　　〔薬６年次生、～12月2日〕
後期履修指導（全学部1年次、法・経済・経営・
GC・人文・現代社会・総リハ2年次以上）

履修登録（全学部1年次、法・経済・経営・人文・GC・
現社・総リハ2年次以上、・～21日）

授業開始〔栄４・薬４、6年次生を除く〕

秋分の日（祝日授業日）

敬老の日（祝日授業日）

履修登録確認訂正（23・26日)
体育の日（祝日授業日）
後期学費納入最終日
　　　　　　　　　　　　大学祭

定期試験〔薬６年次生、～12月9日〕
定期試験〔栄４年次生〕
冬期休業（～1月5日）
臨時休業日（創立記念日振替）
定期試験時間割発表
追試験〔薬6年次生、～1月18日〕
授業終了
土曜・火曜日科目の試験日
休業日（一般入試日前期日程）
休業日（一般入試日前期日程） 　定期試験
土曜・月曜日科目の試験日
予備日
追試験〔薬１～4年次生、～2月16日〕
成績発表（薬6年次生）
成績発表（４年次生〔薬以外〕）　
再試験受験願受付（～22日）
追・再試験時間割発表
成績発表　
（全学部１～3年次生・薬4・5年次生）
追・再試験開始（薬学部専門教育科目以外）
追・再試験終了
薬学部6年次卒業者発表
薬学部6年次学位授与
卒業者・進級者発表
学位記授与式
次年度履修指導、履修書類配付
学年終り

昭 和 の 日 ４ 月29 日 文 化 の 日  11 月３ 日

憲 法 記 念 日 ５ 月３ 日 勤労感謝の日 11 月23 日

み ど り の 日 ５ 月４ 日 天 皇 誕 生 日  12 月23 日

こ ど も の 日 ５ 月５ 日 元 　 　 　 日  １ 月１ 日

海 の 日 ７ 月18 日 振 替 休 日  １ 月２ 日

山 の 日 ８ 月11 日 成 人 の 日  １ 月９ 日

敬 老 の 日 ９ 月19 日 建国記念の日 ２ 月11 日

秋 分 の 日 ９ 月22 日 春 分 の 日  ３ 月20 日

体 育 の 日 10 月10 日
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神戸学院大学  教育後援会

http://www.facebook.com/kobegakuinUniversity

公式HPだけでは紹介しきれない神戸学院大学の
魅力を、随時更新しお伝えしています。
★ 皆さまからの　　いいね！も
　 お待ちしています。
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